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全
日
電
工
連
は
、
理
事
会

・
政
治
連
盟
役
員
会
、
第
99

回
臨
時
総
会
と
第
10
回
政
治

連
盟
通
常
総
会
を
2
月
12
日

に
札
幌
市
内
で
開
催
す
る
。

　

臨
時
総
会
で
は
、
第
35
回

電
気
工
事
業
全
国
大
会
に
関

す
る
事
項
、
2
0
2
0
(令

和
2
)年
度
第
一
種
電
気
工

事
士
定
期
講
習
に
関
す
る
事

項
、
役
員
の
一
部
退
任
に
伴

う
補
欠
選
任
の
件
な
ど
が
審

議
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
第
4
回
電
気
工
事

技
能
競
技
全
国
大
会
の
概
要

や
各
種
実
績
な
ど
を
報
告
す

る
。

　

政
治
連
盟
通
常
総
会
で

は
、
2
0
1
9
年
度
事
業
報

告
、
2
0
2
0
年
度
事
業
計

画
案
・
予
算
案
な
ど
の
審
議

を
行
い
、
電
気
工
事
議
員
連

盟
へ
の
要
望
事
項
を
集
約
し

て
政
治
連
盟
の
活
動
方
針
な

ど
を
策
定
し
て
い
く
。

　

会
議
後
に
は
、
電
気
工
事

に
係
る
事
故
防
止
を
テ
ー
マ

に
研
修
会
を
実
施
す
る
予
定

だ
。

静
岡
県

工

組

自

慢

工

組

自

慢

静
岡
県
工
組
青
年
部
「
女
性
活
躍
推
進
事
業
（
出
前
講

座
）」
報
告

　

令
和
元
年
12
月
13
日
（
金
）、
初
の
試
み
と
な
る
出

前
授
業
を
静
岡
県
立
浜
松
工
業
高
等
学
校
で
開
催
。

　

電
気
科
1
年
生
の
41
名
を
対
象
に
午
後
の
3
単
元
の

授
業
枠
で
、「
こ
れ
か
ら
目
指
す
電
気
工
事
業
、
電
気

工
事
士
を
身
近
に
感
じ
て
貰
う
」
を
テ
ー
マ
に
実
施
。

●　

 

1
単
元
：
開
会
挨
拶
、
Ｐ
Ｒ
動
画
上
映
、
Ｋ
Ｙ
活

動
演
習

●　

2
〜
3
単
元
：
実
技
体
験

　

◆　

高
所
作
業
体
験
（
バ
ケ
ッ
ト
車
7
台
）

　

◆　

大
口
径
配
管
曲
げ
（
手
動
・
電
動
）

　

◆　

太
物
電
線
切
断
（
手
動
・
電
動
）

　

◆　

太
物
電
線
圧
着
（
手
動
・
電
動
）

　

◆　

 

太
物
ケ
ー
ブ
ル
敷
設
（
ロ
ー
プ
引
張
、
ウ
イ
ン

チ
使
用
）

　

◆　

各
種
工
具
、
測
定
機
器
の
展
示
説
明

　

◆　

質
疑
応
答
、
総
評

　

各
支
部
合
わ
せ
て
30
名
の
青
年
部
員
が
参
加
。
実
技

体
験
の
担
当
支
部
を
決
め
、
支
部
長
さ
ん
は
じ
め
多
く

の
方
の
御
協
力
で
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
実

技
体
験
で
は
、
説
明
が
上
手
く
で
き
る
か
ど
う
か
が
若

干
不
安
で
し
た
が
、
さ
す
が
は
ふ
だ
ん
か
ら
工
事
を
行

っ
て
い
る
青
年
部
員
！
親
切
丁
寧
な
説
明
が
と
て
も
嬉

し
く
安
心
し
ま
し
た
。

　

ま
た
印
象
的
だ
っ
た
の
は
、
高
校
生
の
楽
し
そ
う
な

表
情
で
す
。
Ｐ
Ｒ
動
画
上
映
中
は
真
剣
な
眼
差
し
で
視

聴
し
、
実
技
中
の
笑
顔
は
素
敵
な
も
の
で
し
た
。

　

今
回
は
浜
松
で
の
出

前
授
業
で
し
た
が
、
東

は
清
水
か
ら
西
は
浜
松

ま
で
工
業
系
の
高
校
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

次
回
に
向
け
、
今
回
の

反
省
点
を
生
か
し
さ
ら

に
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

し
て
い
き
た
い
。

【
2
0
1
9
年
度
要
請
事
項
】

　

主
た
る
活
動
と
し
て
実
施

し
て
い
る
相
談
国
会
議
員
と

の
意
見
交
換
会
・
電
気
工
事

議
員
連
盟
を
通
し
て
の
行
政

に
対
す
る
要
望
な
ど
左
記
の

要
請
事
項
を
始
め
、
当
業
界

に
内
在
す
る
諸
課
題
に
つ
い

て
政
治
的
に
対
策
を
講
じ
て

い
る
が
、
法
改
正
や
省
令
改

正
等
を
伴
う
事
項
が
多
く
一

朝
一
夕
に
解
決
で
き
る
課
題

だ
け
で
は
な
い
た
め
、
今
後

も
継
続
的
要
請
を
行
っ
て
い

く
。

① 
改
正
電
気
事
業
法
第
3
段

階
：
発
送
配
電
の
法
的
分

離
を
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
チ

ャ
ン
ス
と
な
り
得
る
よ
う

な
要
請

② 

電
気
工
事
関
係
の
資
格
の

整
理
に
係
る
要
請

③ 

建
設
業
法
第
2
条
第
1
項

別
表
に
係
わ
る
空
調
工
事

が
管
工
事
区
分
な
ら
び
に

電
気
工
事
の
区
分
で
も
行

え
る
よ
う
な
通
達
発
出
要

請

④ 

電
気
工
事
士
法
改
正
を
視

野
に
『
電
気
工
事
士
免
状

更
新
制
度
』
の
要
請

⑤ 

第
一
種
電
気
工
事
士
認
定

基
準
年
数
（
実
務
経
験
年

数
）
の
短
縮
要
請

⑥ 

公
共
工
事
の
労
務
単
価
の

適
正
賃
金
・
分
離
分
割
発

注
の
促
進
の
要
請

⑦ 

働
き
方
改
革
に
対
応
し
た

建
設
業
一
体
と
な
っ
た
構

造
改
革
の
要
請

⑧ 

中
小
事
業
者
・
個
人
事
業

者
に
対
す
る
優
遇
税
制
の

要
請

【
2
0
2
0
年
度
事
業
計
画
】

　

今
年
度
は
従
来
に
も
ま
し

て
、
相
談
国
会
議
員
・
電
気

工
事
議
員
連
盟
議
員
を
中
心

に
意
見
交
換
・
要
請
・
陳
情

を
強
力
に
推
進
す
る
方
針
だ
。

　

技
術
革
新
動
向
・
政
府
の

支
援
策
等
に
つ
い
て
も
、
諸

官
庁
の
動
向
の
情
報
収
集
に

努
め
る
と
と
も
に
、
今
後
は

避
け
て
通
れ
な
い
「
働
き
方

改
革
」・「
女
性
活
躍
に
向
け

た
環
境
整
備
」・「
外
国
人
労

働
者
雇
用
対
策
」に
つ
い
て
、

情
報
収
集
や
関
係
会
議
な
ど

で
、
業
界
の
実
情
を
踏
ま
え

た
提
案
や
要
請
を
し
て
い
く
。

・
主
た
る
政
治
活
動
項
目

　

す
で
に
主
た
る
活
動
と
し

て
実
施
し
て
い
る
相
談
国
会

議
員
と
の
意
見
交
換
会
・
電

気
工
事
議
員
連
盟
総
会
な
ど

で
、
前
記
8
項
目
に
加
え
左

記
の
6
項
目
を
要
請
し
て
い

く
。

（
1
）
災
害
復
旧
体
制
確
立

に
向
け
た
行
政
主
導
に

よ
る
関
係
団
体
間
の
連

携
要
請

（
2
）
電
気
工
事
従
事
者
の

育
成
支
援
要
請

（
3
）
電
気
保
安
確
保
対
策

の
行
政
関
係
団
体
と
の

協
調
に
向
け
た
要
請

（
4
）
中
小
企
業
関
連
法
規

を
は
じ
め
と
す
る
組
合

組
織
対
策
要
請

（
5
）
人
材
確
保
育
成
・
働

き
方
改
革
法
対
応
に
係

る
中
小
企
業
へ
の
対
策

補
助
要
請

（
6
）
全
国
大
会
（
電
気
工

事
業
大
会
・
技
能
競
技
大

会
）
成
功
に
向
け
た
支
援

要
請

合同会議
▽開催日

　2020（令和2）年2月12日（水）

▽開催場所

　札幌ビューホテル大通公園

▽会議

　①全日電工連理事会・政治連盟役員会

　②第99回臨時総会

　③全日電工連政治連盟第10回通常総会

　④研修会

年始のごあいさつ

　全日電工連（米沢寛会長）は1月
9日、宮本周司経済産業大臣政務官
へ年始のごあいさつを行った。
　全日電工連三役（正副会長・総合
政策会議議長）が経済産業省政務官
室を訪問して懇談や意見交換を行っ
た。

宮本政務官を訪問宮本政務官を訪問
政

治

連

盟

第第
44
回
電
気
工
事
技
能
競
技

回
電
気
工
事
技
能
競
技

全
国
大
会
の
概
要
も
報
告

全
国
大
会
の
概
要
も
報
告

全
日
電
工
連
臨
時
総
会

全
日
電
工
連
臨
時
総
会

政

治

連

盟

通

常

総

会

政

治

連

盟

通

常

総

会

合

同

会

議

を

開

催

合

同

会

議

を

開

催
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（
は
じ
め
に
）

　

令
和
2
年
の
新
春
を
迎

え
、
謹
ん
で
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

令
和
初
め
て
の
新
年
を
迎

え
、
7
月
に
は
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

が
い
よ
い
よ
開
幕
し
ま
す
。

　

1
9
6
4
年
の
東
京
大
会

で
は
、
戦
後
復
興
を
見
事
に

成
し
遂
げ
た
日
本
の
姿
を
世

界
に
示
し
ま
し
た
。
そ
の
主

役
の
一
つ
は
、
先
端
技
術
の

粋
の
結
晶
で
あ
る
新
幹
線
で

す
。
当
時
、「
鉄
道
の
高
速

化
は
時
代
錯
誤
」
と
の
批
判

も
あ
る
な
か
、
先
人
た
ち
は

努
力
と
叡
智
を
結
集
さ
せ
、

長
距
離
移
動
に
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
を
起
こ
し
ま
し
た
。
56

年
の
時
を
経
て
、
日
本
の
新

幹
線
技
術
は
、
国
内
の
み
な

ら
ず
海
を
越
え
、
世
界
の
人

々
の
移
動
を
支
え
る
に
至
っ

て
い
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
と
い
う
時
代

を
1
9
6
4
年
当
時
想
像
し

得
な
か
っ
た
よ
う
に
、
い
つ

の
時
代
も
先
人
た
ち
は
予
測

不
能
な
未
来
と
向
き
合
い
な

が
ら
、
時
代
を
切
り
開
い
て

き
ま
し
た
。
今
の
時
代
を
生

き
る
我
々
も
、
新
幹
線
の
よ

う
に
、
世
代
を
越
え
て
も
な

お
世
界
に
誇
れ
る
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
生
み
出
し
、
将
来

に
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

世
界
に
目
を
向
け
れ
ば
、

米
中
の
覇
権
争
い
、
ブ
レ
グ

ジ
ッ
ト
、
気
候
変
動
な
ど
地

球
規
模
の
課
題
が
日
本
を
取

り
巻
き
、
足
下
で
は
少
子
高

齢
化
に
よ
る
人
手
不
足
、
デ

ジ
タ
ル
化
へ
の
適
応
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
制
約
、
原
子
力
災
害

か
ら
の
福
島
復
興
な
ど
乗
り

越
え
る
べ
き
課
題
は
山
積
み

で
す
。

　

課
題
克
服
の
鍵
は
、
A 

I
、
I
o
T
な
ど
の
新
し
い

技
術
を
活
用
し
た
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
他
な
り
ま
せ
ん
。

我
々
が
向
き
合
う
未
来
は
、

今
ま
で
以
上
に
複
雑
で
、
予

測
困
難
な
も
の
で
す
が
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
生
み
出
す

新
し
い
発
想
、
新
た
な
チ
ャ

レ
ン
ジ
に
よ
っ
て
、
後
世
に

繁
栄
の
バ
ト
ン
を
つ
な
い
で

経
済
産
業
大
臣

梶
山 

弘
志

い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
強
い
覚
悟
を
も

っ
て
、
経
済
産
業
省
は
次
の

5
つ
の
取
組
を
進
め
て
ま
い

り
ま
す
。

（「
S
o
c
i
e
t
y
5
・
0
」

の
実
現
）

　

一
つ
目
は
、「
S
o
c
i
e 

t
y
5
・
0
」の
実
現
で
す
。

企
業
価
値
の
源
泉
と
も
い
え

る
デ
ジ
タ
ル
技
術
や
デ
ー
タ

を
、
あ
ら
ゆ
る
産
業
や
社
会

生
活
に
取
り
入
れ
る
「
S
o 

c
i
e
t
y
5
・
0
」
を
世

界
に
先
駆
け
て
実
現
す
る
こ

と
で
、
様
々
な
社
会
課
題
を

技
術
に
よ
り
解
決
し
、
新
た

な
価
値
を
こ
こ
日
本
か
ら
生

み
出
し
ま
す
。

　

特
に
、
今
年
か
ら
商
用
化

を
開
始
す
る
5
G
サ
ー
ビ
ス

は
、「
S
o
c
i
e
t
y
5

・
0
」
の
基
盤
で
す
。
携
帯

電
話
だ
け
で
な
く
、
ス
マ
ー

ト
工
場
、
自
動
運
転
、
遠
隔

医
療
な
ど
、
広
範
な
産
業
に

活
用
さ
れ
、
社
会
を
一
変
さ

せ
る
可
能
性
を
有
し
て
い
ま

す
。
法
律
、
予
算
、
税
制
等

に
よ
る
前
例
の
な
い
大
胆
な

支
援
策
に
よ
り
、
安
心
、
安

全
な
5
G
シ
ス
テ
ム
の
構
築

を
目
指
し
ま
す
。

　

ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
や

デ
ー
タ
が
も
た
ら
す
成
長
の

果
実
を
よ
り
大
き
な
も
の
に

す
る
た
め
に
は
、
既
存
企
業

に
集
中
す
る
ヒ
ト
・
モ
ノ
・

資
金
と
い
っ
た
リ
ソ
ー
ス
を

最
大
限
活
用
し
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
こ
の
流
れ
を
強

力
に
後
押
し
す
る
た
め
、
今

回
新
た
に
、「
オ
ー
プ
ン
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
促
進
税
制
」

を
創
設
し
、
既
存
企
業
か
ら

ス
タ
ー
ト
ア
ッ
プ
へ
の
出
資

を
促
進
す
る
こ
と
で
、
成
長

に
つ
な
げ
て
い
き
ま
す
。

　

新
た
な
時
代
の
デ
ー
タ

は
、
信
頼
あ
る
ル
ー
ル
の
も

と
で
自
由
に
流
通
さ
れ
て
こ

そ
、
価
値
を
発
揮
し
ま
す
。

「
デ
ー
タ
フ
リ
ー
フ
ロ
ー
・

ウ
ィ
ズ
・
ト
ラ
ス
ト
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
、
国
際
デ
ー
タ

流
通
網
の
構
築
も
目
指
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
デ
ジ
タ

ル
・
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
企

業
と
利
用
者
間
の
取
引
の
透

明
性
や
公
平
性
を
確
保
す
る

た
め
の
具
体
的
な
ル
ー
ル
整

備
を
加
速
し
ま
す
。

（
通
商
・
対
外
経
済
）

　

二
つ
目
は
、
自
由
貿
易
の

旗
手
と
し
て
の
通
商
政
策
の

推
進
で
す
。
米
中
対
立
の
激

化
や
、
英
国
の
E
U
か
ら
の

離
脱
な
ど
、
日
本
を
取
り
巻

く
世
界
の
経
済
・
社
会
情
勢

は
不
確
実
性
を
増
し
て
お

り
、
世
界
的
に
保
護
主
義
の

動
き
が
広
ま
る
今
こ
そ
、
通

商
国
家
と
し
て
発
展
し
て
き

た
日
本
の
真
価
が
問
わ
れ
て

い
ま
す
。
今
後
も
、
自
由
貿

易
の
旗
手
と
し
て
、
自
由
で

公
正
な
ル
ー
ル
に
基
づ
く
国

際
経
済
体
制
を
主
導
す
る
役

割
を
果
た
し
ま
す
。

 　
日
米
欧
の
三
極
貿
易
大

臣
会
合
も
活
用
し
、
W
T
O

改
革
や
、
大
阪
ト
ラ
ッ
ク
の

下
で
の
電
子
商
取
引
等
の
ル

ー
ル
作
り
を
推
進
し
ま
す
。

ま
た
、
R
C
E
P
に
つ
い
て

は
、
16
か
国
で
の
年
内
の
署

名
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き

交
渉
を
リ
ー
ド
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

二
国
間
の
経
済
関
係
強
化

に
も
取
り
組
み
ま
す
。
米
国

と
の
関
係
で
は
、
日
米
貿
易

協
定
及
び
デ
ジ
タ
ル
貿
易
協

定
が
発
効
し
ま
す
。
日
本
企

業
が
そ
の
成
果
を
最
大
限
に

活
用
で
き
る
よ
う
促
し
、
日

米
経
済
関
係
を
更
に
深
化
さ

せ
ま
す
。
加
え
て
、
英
国
の

E
U
か
ら
の
離
脱
を
踏
ま

え
、
昨
年
発
効
し
た
日
E
U

・
E
P
A
の
活
用
促
進
と
共

に
、
E
U
と
の
更
な
る
連
携

強
化
を
進
め
ま
す
。
中
国
と

は
、
第
三
国
市
場
協
力
や
省

エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
分
野
で

の
協
力
な
ど
、
経
済
関
係
の

強
化
を
図
り
ま
す
。
日
露
関

係
に
つ
い
て
は
、
ロ
シ
ア
経

済
分
野
協
力
担
当
大
臣
と
し

て
、
8
項
目
の
「
協
力
プ
ラ

ン
」
の
更
な
る
具
体
化
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
中
小
・
小
規
模
事
業
者
）

　

三
つ
目
は
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
が
直
面
す
る
課
題

の
克
服
で
す
。

　

昨
年
は
、
8
月
末
の
九
州

豪
雨
、
9
月
の
台
風
15
号
及

び
10
月
の
台
風
19
号
な
ど
、

全
国
各
地
で
大
き
な
自
然
災

害
が
相
次
ぎ
ま
し
た
。

　

人
手
不
足
な
ど
厳
し
い
経

営
環
境
に
悩
み
つ
つ
も
、
必

死
の
思
い
で
地
域
経
済
を
支

え
て
き
た
事
業
者
の
方
々

が
、
こ
う
し
た
天
災
を
理
由

と
し
て
事
業
継
続
を
断
念
す

る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
て
は

な
り
ま
せ
ん
。

　

被
災
し
た
事
業
者
の
方
々

を
徹
底
的
に
お
支
え
す
る
。

こ
う
し
た
思
い
で
、
昨
年
11

月
に
「
生
活
・
生
業
支
援
パ

ッ
ケ
ー
ジ
」を
と
り
ま
と
め
、

前
例
の
な
い
レ
ベ
ル
で
、
被

災
事
業
者
へ
の
支
援
を
充
実

さ
せ
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た

事
業
者
の
皆
様
が
、
一
刻
も

早
く
事
業
再
開
し
、
再
び
地

域
経
済
の
支
え
手
と
な
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。

　
「
本
当
は
事
業
を
誰
か
に

続
け
て
も
ら
い
た
い
が
、
や

む
を
得
な
い
。」
こ
う
し
た

声
は
全
国
各
地
で
聞
か
れ
ま

す
。
素
晴
ら
し
い
技
術
を
持

っ
た
企
業
の
後
継
者
不
足
に

よ
る
廃
業
は
、
日
本
経
済
に

と
っ
て
大
き
な
損
失
で
す
。

親
族
内
承
継
へ
の
支
援
に
加

え
、
今
後
は
、「
第
三
者
承

継
支
援
総
合
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」

に
基
づ
き
、
後
継
者
不
在
事

業
者
の
承
継
も
後
押
し
し
て

い
き
ま
す
。
ま
た
、
後
継
者

候
補
が
い
て
も
、
個
人
保
証

が
障
害
と
な
り
、
事
業
承
継

を
断
念
す
る
ケ
ー
ス
も
あ
り

ま
す
。
個
人
保
証
の
慣
行
は

今
の
世
代
で
断
ち
切
る
と
の

決
意
を
持
っ
て
、
事
業
承
継

時
に
個
人
保
証
を
不
要
と
す

る
信
用
保
証
制
度
を
新
た
に

創
設
す
る
な
ど
、
大
胆
な
政

策
を
実
施
し
ま
す
。

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の

皆
様
が
、
高
齢
化
や
人
手
不

足
、
人
口
減
少
な
ど
の
構
造

変
化
に
加
え
、
働
き
方
改
革

や
賃
上
げ
な
ど
の
制
度
変
更

を
乗
り
越
え
て
躍
進
で
き
る

よ
う
、
革
新
的
な
製
品
・
サ

ー
ビ
ス
開
発
の
た
め
の
設
備

投
資
な
ど
、
生
産
性
向
上
の

取
組
を
継
続
的
に
支
援
し
ま

す
。
加
え
て
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ

レ
ス
決
済
の
普
及
に
よ
り
、

中
小
・
小
規
模
事
業
者
の
生

産
性
向
上
を
図
り
、
更
な
る

成
長
へ
と
つ
な
げ
ま
す
。

　

ま
た
、
中
小
・
小
規
模
事

業
者
を
取
り
巻
く
競
争
環
境

は
一
層
激
化
し
、商
品
企
画
、

調
達
、
製
造
、
販
売
と
い
っ

た
一
連
の
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー

ン
全
体
で
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
創
出
や
国
際
競
争
力
が
問

わ
れ
る
時
代
が
到
来
し
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
を
踏

ま
え
、
昨
年
立
ち
上
げ
た
大

企
業
と
中
小
企
業
の
経
営
者

に
よ
る
「
価
値
創
造
企
業
に

関
す
る
賢
人
会
議
」
に
お
い

て
、
大
企
業
と
中
小
・
小
規

模
事
業
者
が
互
い
に
稼
げ
る

「
共
存
共
栄
モ
デ
ル
」
を
議

論
し
、
あ
わ
せ
て
、
個
別
取

引
の
適
正
化
対
策
に
つ
い
て

も
、
コ
ス
ト
負
担
の
適
正
化

や
知
財
・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
保
護

等
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。 

（
全
世
代
型
社
会
保
障
の
実

現
）

　

四
つ
目
は
、
全
世
代
型
社

会
保
障
の
実
現
で
す
。

　

一
億
総
活
躍
社
会
を
掲
げ

る
安
倍
内
閣
に
と
っ
て
、
全

世
代
型
社
会
保
障
へ
の
改
革

は
、
最
重
要
課
題
で
す
。
少

子
高
齢
化
と
同
時
に
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
が
多
様
と
な
る
中

で
、
人
生
1
0
0
年
時
代
の

到
来
を
見
据
え
な
が
ら
、
お

年
寄
り
だ
け
で
は
な
く
、
子

供
た
ち
、
子
育
て
世
代
、
更

に
は
現
役
世
代
ま
で
広
く
安

心
を
支
え
て
い
く
た
め
、
年

金
、
労
働
、
医
療
、
介
護
な

ど
、
社
会
保
障
全
般
に
わ
た

る
改
革
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
と
し
て
も
、

70
歳
ま
で
の
就
業
確
保
や
兼

業
、
副
業
な
ど
、
柔
軟
で
多

様
な
働
き
方
の
実
現
や
、
そ

れ
を
支
え
る
産
業
基
盤
の
構

築
に
、
関
係
省
庁
と
も
協
力

し
取
り
組
み
ま
す
。

（
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
政
策
）

　

最
後
に
、
あ
ら
ゆ
る
事
業

活
動
の
土
台
と
な
る
、
安
定

し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給
の
実

現
で
す
。
資
源
に
乏
し
い
日

本
に
と
っ
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

コ
ス
ト
を
抑
制
し
、
海
外
依

存
構
造
か
ら
脱
却
す
る
こ
と

は
不
変
の
要
請
で
す
。
エ
ネ

ル
ギ
ー
制
約
を
抱
え
な
が

ら
、安
定
供
給
を
達
し
つ
つ
、

パ
リ
協
定
を
踏
ま
え
た
脱
炭

素
化
の
取
組
を
果
た
す
こ
と

が
、
次
の
世
代
に
持
続
可
能

な
社
会
を
つ
な
ぐ
、
我
々
の

使
命
で
す
。

　

パ
リ
協
定
実
現
の
た
め
、

実
効
的
な
脱
炭
素
化
に
ど
の

よ
う
に
取
り
組
む
か
、
各
国

が
知
恵
を
絞
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
、
徹
底
し
た
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
主
力
電
源
化
に
加

え
、
C
O
2
の
排
出
削
減
に

根
本
か
ら
取
り
組
み
ま
す
。

こ
の
鍵
を
握
る
の
が
、
水
素

技
術
や
、
C
O
2
を
資
源
と

し
て
利
用
し
尽
く
す
カ
ー
ボ

ン
・
リ
サ
イ
ク
ル
等
の
革
新

的
技
術
の
開
発
・
普
及
で
す
。

グ
リ
ー
ン
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
の

推
進
等
を
通
じ
、
非
連
続
の

イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
加
速
す

る
こ
と
で
、「
環
境
と
成
長

の
好
循
環
」を
実
現
し
ま
す
。

　

北
海
道
胆
振
東
部
地
震
・

大
型
台
風
な
ど
、
相
次
ぐ
自

然
災
害
へ
の
対
応
も
急
務
で

あ
り
、
有
事
の
際
に
も
電
力

供
給
へ
の
影
響
を
最
小
限
に

抑
え
る
た
め
、
迅
速
な
復
旧

を
行
う
こ
と
が
重
要
で
す
。

ま
た
、
送
配
電
網
等
へ
の
必

要
な
投
資
を
促
し
、
電
源
の

特
性
を
活
か
し
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
拡
大

す
る
と
と
も
に
、
資
源
・
燃

料
の
安
定
供
給
を
確
保
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
原
子

力
に
つ
い
て
も
、
原
発
依
存

度
を
可
能
な
限
り
低
減
す
る

方
針
の
下
、
安
全
最
優
先
で

再
稼
働
を
進
め
ま
す
。
こ
う

し
た
点
も
踏
ま
え
、
強
靭
で

持
続
可
能
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
供

給
体
制
を
構
築
し
て
ま
い
り

ま
す
。

（
福
島
復
興
・
廃
炉
汚
染
水

対
策
）

　

原
子
力
災
害
か
ら
の
福
島

の
復
興
は
、
い
か
な
る
時
で

も
経
済
産
業
省
の
一
丁
目
一

番
地
の
最
重
要
の
政
策
課
題

で
す
。
廃
炉
・
汚
染
水
対
策

に
つ
い
て
は
、「
中
長
期
ロ

ー
ド
マ
ッ
プ
」
に
基
づ
き
、

国
も
前
面
に
立
っ
て
、
安
全

か
つ
着
実
に
進
め
ま
す
。

　

福
島
の
復
興
に
つ
い
て

は
、
帰
還
に
向
け
た
環
境
整

備
が
着
実
に
進
ん
で
い
ま

す
。
昨
年
末
に
策
定
し
た
基

本
指
針
に
基
づ
き
、
官
民
合

同
チ
ー
ム
に
よ
る
支
援
を
通

じ
た
事
業
・
な
り
わ
い
の
再

建
に
加
え
、
福
島
イ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
・
コ
ー
ス
ト
構
想
の

実
現
を
通
じ
て
あ
ら
ゆ
る
チ

ャ
レ
ン
ジ
を
呼
び
込
み

「
S
o
c
i
e
t
y
5
・
0
」

を
先
導
的
に
実
現
で
き
る
地

域
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

全
力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

（
結
語
）

　

今
大
会
の
聖
火
リ
レ
ー

は
、
福
島
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

ま
す
。
水
素
・
ロ
ボ
ッ
ト
・

ド
ロ
ー
ン
な
ど
新
た
な
産
業

の
創
生
を
通
じ
、
未
曾
有
の

大
災
害
か
ら
の
復
興
は
こ
れ

か
ら
本
格
化
し
ま
す
。
大
会

年
頭
所
感

年
頭
所
感

で
は
、
福
島
生
ま
れ
の
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
由
来
の
水

素
が
燃
料
電
池
自
動
車
な
ど

で
活
用
さ
れ
ま
す
。
56
年
前

に
戦
後
復
興
を
進
め
る
日
本

の
姿
を
世
界
中
に
示
し
た
よ

う
に
、
今
度
は
、
最
先
端
分

野
で
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
創

出
に
よ
り
、
復
興
へ
の
歩
み

を
進
め
る
福
島
の
姿
を
世
界

中
に
示
し
ま
す
。

　

そ
し
て
2
0
2
5
年
に
は

大
阪
・
関
西
万
博
を
迎
え
ま

す
。「
い
の
ち
輝
く
未
来
社

会
の
デ
ザ
イ
ン
」
を
テ
ー
マ

に
、
万
博
会
場
を
「
未
来
社

会
の
実
験
場
」
と
し
て
多
様

な
プ
レ
ー
ヤ
ー
が
大
阪
・
関

西
に
集
い
、
新
た
な
技
術
を

実
証
す
る
テ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル

ド
を
目
指
し
ま
す
。
こ
こ
か

ら
5
年
間
が
勝
負
で
す
。
日

本
が
目
指
す
社
会
像
や
、
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
の
数
々
を
世

界
中
に
示
す
機
会
と
な
る
よ

う
、
政
府
、
自
治
体
、
経
済

界
が
一
致
団
結
し
た
、
オ
ー

ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
で
取
り
組

み
ま
す
。

　

今
年
は
、
十
干
十
二
支
の

「
庚
子
（
か
の
え
ね
）」
に
あ

た
り
、「
新
た
な
芽
吹
き
と

繁
栄
の
始
ま
り
」
と
い
う
意

味
を
持
つ
そ
う
で
す
。
こ
の

60
年
に
一
度
の
年
に
、
前
例

に
と
ら
わ
れ
な
い
新
し
い
発

想
で
、
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ

に
乗
り
出
そ
う
で
は
あ
り
ま

せ
ん
か
。
経
済
産
業
省
一
丸

と
な
っ
て
、
あ
ら
ゆ
る
分
野

で
成
長
を
後
押
し
し
ま
す
。

　

皆
様
の
よ
り
一
層
の
御
理

解
と
御
支
援
を
賜
り
ま
す
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。
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令
和
と
な
っ
て
初
め
て
の

新
年
を
迎
え
、
謹
ん
で
新
春

の
御
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
9
月
に
第
4
次
安
倍

第
2
次
改
造
内
閣
が
発
足

し
、
新
た
に
国
土
交
通
大
臣

の
任
に
当
た
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
本
年
も
国
土
交
通

行
政
に
対
す
る
皆
様
の
変
わ

ら
ぬ
御
理
解
と
御
協
力
を
宜

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
阪
神
・
淡
路
大

震
災
か
ら
25
年
目
の
節
目
の

年
で
す
。
阪
神
・
淡
路
大
震

災
は
、
我
が
国
の
防
災
対
策

の
原
点
で
あ
る
と
と
も
に
、

私
の
政
治
家
と
し
て
の
原
点

で
も
あ
り
ま
す
。

　

私
は
、
こ
の
阪
神
・
淡
路

大
震
災
で
、
自
ら
被
災
し
ま

し
た
。
被
災
現
場
を
走
り
回

り
、制
度
の
壁
を
打
ち
破
り
、

生
活
再
建
や
復
旧
・
復
興
に

全
身
全
霊
を
傾
け
た
こ
と

で
、
常
に
「
現
場
主
義
」
で

取
り
組
む
こ
と
が
私
の
政
治

家
と
し
て
の
信
条
と
な
り
ま

し
た
。
国
土
交
通
行
政
の
直

面
す
る
様
々
な
課
題
に
対

し
、引
き
続
き
「
現
場
主
義
」

に
立
脚
し
、
全
力
で
取
り
組

ん
で
い
く
所
存
で
す
。

　

昨
年
12
月
、
新
た
な
経
済

対
策
と
し
て
「
安
心
と
成
長

の
未
来
を
拓
く
総
合
経
済
対

策
」
が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
経
済
対
策
に
は
、

・ 

相
次
ぐ
自
然
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
の
加
速
や
、

防
災
・
減
災
、
国
土
強
靱

化
の
取
組
の
着
実
な
推
進

と
更
な
る
強
化
な
ど
、
災

害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
と

安
全
・
安
心
の
確
保

・ 

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
の
生
産
性
向
上
の
た
め

の
環
境
整
備
な
ど
、
経
済

の
下
振
れ
リ
ス
ク
を
乗
り

越
え
よ
う
と
す
る
者
へ
の

重
点
支
援

・  

外
国
人
観
光
客
6
、
0 

0 

0
万
人
時
代
を
見
据
え
た

基
盤
整
備
、
生
産
性
向
上

を
支
え
る
イ
ン
フ
ラ
の
整

備
な
ど
、
未
来
へ
の
投
資

と
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
後
も
見

据
え
た
経
済
活
力
の
維
持

・
向
上

に
向
け
た
施
策
が
盛
り
込
ま

国
土
交
通
大
臣

赤
羽 

一
嘉

れ
て
お
り
ま
す
。
国
土
交
通

省
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
施

策
が
迅
速
か
つ
着
実
に
実
行

さ
れ
る
よ
う
、
し
っ
か
り
と

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

今
年
は
、
い
よ
い
よ
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン

ピ
ッ
ク
競
技
大
会
が
開
催
を

迎
え
ま
す
。東
京
を
は
じ
め
、

我
が
国
各
地
域
の
魅
力
を
発

信
す
る
絶
好
の
機
会
で
す
。

国
土
交
通
省
と
し
て
も
、
ソ

フ
ト
タ
ー
ゲ
ッ
ト
へ
の
テ
ロ

対
策
や
海
上
警
備
を
含
む
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
、
首
都
地

域
の
防
災
対
策
や
渇
水
対
応

の
強
化
、
円
滑
な
輸
送
の
確

保
な
ど
、
関
係
者
と
連
携
し

て
大
会
の
成
功
に
万
全
を
期

し
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、

大
会
の
開
催
を
契
機
と
し

て
、
我
が
国
に
お
け
る
共
生

社
会
の
実
現
に
向
け
、
本
年

が
大
き
な
前
進
の
年
と
な
る

よ
う
、訪
日
外
国
人
旅
行
者
、

障
害
者
、
高
齢
者
の
方
々
に

と
っ
て
も
安
全
・
安
心
な
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
の
ま

ち
づ
く
り
の
推
進
や
、「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
の
実
現

に
向
け
た
取
組
を
一
層
強
化

し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

本
年
は
、
と
り
わ
け
以
下

の
4
本
の
柱
を
中
心
と
し
て

諸
課
題
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
す
。

①
防
災
・
減
災
を
社
会
の
主

流
に
！

②
観
光
に
よ
る
地
方
創
生

③
安
全
・
安
心
な
移
動
環
境

の
整
備

④
持
続
可
能
な
地
域
社
会
と

経
済
成
長
の
実
現

①
防
災
・
減
災
を
社
会
の
主

流
に
！

（
台
風
第
15
号
・
17
号
・
19

号
・
21
号
を
は
じ
め
と
し
た

災
害
か
ら
の
復
旧
・
復
興
）

　

昨
年
は
、
台
風
第
15
号
・

17
号
・
19
号
・
21
号
な
ど
、

相
次
ぐ
大
規
模
な
自
然
災
害

に
よ
り
、
防
災
・
減
災
の
取

組
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ

る
年
と
な
り
ま
し
た
。

　

台
風
第
15
号
の
発
生
後
、

私
は
大
き
な
被
害
を
受
け
た

千
葉
県
内
の
被
災
地
に
足
を

運
び
ま
し
た
が
、
多
く
の
住

宅
が
屋
根
に
被
害
を
受
け
て

お
り
、
こ
れ
ら
に
対
し
て
支

援
し
て
欲
し
い
と
の
地
元
の

強
い
要
望
を
お
聞
き
し
ま
し

た
。
こ
う
し
た
要
望
を
踏
ま

え
、
政
府
と
し
て
検
討
を
行

い
、
従
来
は
災
害
救
助
法
に

基
づ
く
応
急
修
理
制
度
の
対

象
と
な
ら
な
か
っ
た
、
半
壊

に
準
ず
る
一
部
損
壊
住
宅
に

つ
い
て
も
対
象
を
拡
大
し
ま

し
た
。
ま
た
、
そ
れ
で
も
対

象
と
な
ら
な
い
住
宅
に
つ
い

て
は
、
住
宅
の
耐
震
性
の
向

上
等
に
資
す
る
屋
根
の
補
修

等
を
行
う
場
合
に
、
国
土
交

通
省
と
し
て
も
「
防
災
・
安

全
交
付
金
」
で
支
援
を
行
う

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
台
風
第
19
号
の
被

害
も
踏
ま
え
、
一
連
の
災
害

か
ら
の
復
旧
・
復
興
の
た
め
、

政
府
は
、
昨
年
11
月
、「
被

災
者
の
生
活
と
生
業
（
な
り

わ
い
）
の
再
建
に
向
け
た
対

策
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
。
国
土
交
通
省

と
し
て
も
、
廃
棄
物
・
土
砂

の
撤
去
、
住
宅
の
再
建
、
観

光
需
要
喚
起
に
向
け
た
対

策
、
公
共
土
木
施
設
等
の
応

急
復
旧
等
、
地
域
住
民
の
交

通
手
段
の
確
保
な
ど
の
支
援

策
を
盛
り
込
ん
だ
と
こ
ろ
で

す
。

　

住
宅
の
再
建
に
つ
い
て

は
、
公
営
住
宅
や
U
R
賃
貸

住
宅
、
ホ
テ
ル
・
旅
館
と
い

っ
た
被
災
者
の
方
々
が
利
用

可
能
な
応
急
的
な
住
ま
い
を

確
保
す
る
と
と
も
に
、
空
室

提
供
等
の
情
報
を
一
元
的
に

把
握
し
、
被
災
者
の
方
々
に

情
報
提
供
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
被
災
者
の
方
々

に
対
す
る
（
独
）
住
宅
金
融

支
援
機
構
に
よ
る
低
利
融
資

等
を
通
じ
、
住
宅
の
再
建
を

支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

公
共
土
木
施
設
等
の
応
急

復
旧
等
に
つ
い
て
は
、
県
管

理
河
川
や
自
治
体
管
理
道
路

の
復
旧
工
事
を
国
が
代
行

し
、
二
次
被
害
が
懸
念
さ
れ

る
土
砂
災
害
発
生
箇
所
に
お

い
て
緊
急
的
な
砂
防
工
事
を

行
う
な
ど
、
迅
速
な
災
害
復

旧
事
業
を
実
施
し
ま
し
た
。

ま
た
、
緊
急
災
害
対
策
派
遣

隊
（
T
E
C

－

F
O
R
C 

E
）
を
延
べ
3
万
人
・
日
以

上
派
遣
し
、
応
急
措
置
や
技

術
的
指
導
・
助
言
を
通
じ
、

被
災
自
治
体
に
よ
る
迅
速
な

災
害
復
旧
事
業
の
実
施
を
支

援
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

（
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
・
創
生
）

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復

興
の
加
速
は
、
政
府
の
最
優

先
課
題
の
一
つ
で
す
。
引
き

続
き
、現
場
主
義
を
徹
底
し
、

被
災
者
の
方
々
の
お
気
持
ち

に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
震
災

か
ら
の
復
興
、
そ
し
て
福
島

の
復
興
・
再
生
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
再
建
・
復
興
ま
ち
づ

く
り
で
は
、
災
害
公
営
住
宅

の
整
備
、
防
災
集
団
移
転
促

進
事
業
や
土
地
区
画
整
理
事

業
に
よ
る
宅
地
の
整
備
は
概

ね
完
了
し
て
お
り
、
引
き
続

き
、「
住
ま
い
の
復
興
工
程

表
」
に
沿
っ
て
来
年
度
の
事

業
の
完
了
に
向
け
支
援
し
て

ま
い
り
ま
す
。

（
そ
の
他
自
然
災
害
か
ら
の

復
旧
・
復
興
）

　

平
成
28
年
熊
本
地
震
、
平

成
30
年
7
月
豪
雨
、
北
海
道

胆
振
東
部
地
震
等
で
被
災
し

た
地
域
に
つ
い
て
も
、
被
災

者
の
方
々
の
お
気
持
ち
に
寄

り
添
い
な
が
ら
、引
き
続
き
、

生
活
再
建
の
支
援
に
向
け

て
、
必
要
な
取
組
に
注
力
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
緊
急
的
な
対
応
と

し
て
、
総
事

業
費
7
兆
円

の
「
防
災
・

減
災
、
国
土

強
靱
化
の
た

め
の
3
か
年

緊
急
対
策
」
に

引
き
続
き
取

り
組
む
と
と

も
に
、
昨
年

の
台
風
被
害

で
追
加
的
に

対
応
す
べ
き
こ
と
が
明
ら
か

と
な
っ
た
課
題
を
踏
ま
え
、

取
組
を
さ
ら
に
強
力
に
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。
具
体
的
に

は
、
市
街
地
再
開
発
事
業
等

に
併
せ
た
集
合
住
宅
や
住
宅

団
地
に
お
け
る
浸
水
防
止
対

策
、
氾
濫
発
生
の
危
険
性
が

高
い
河
川
に
お
け
る
河
道
掘

削
・
堤
防
強
化
等
に
よ
る
洪

水
対
策
、
高
波
等
に
よ
る
護

岸
等
の
倒
壊
防
止
対
策
や
面

的
防
護
対
策
、
内
水
浸
水
対

策
強
化
の
た
め
の
雨
水
貯
留

施
設
等
の
整
備
、
鉄
道
や
道

路
の
橋
梁
の
損
傷
防
止
対
策

や
法
面
・
盛
土
の
防
災
対
策
、

無
電
柱
化
な
ど
災
害
時
に
も

生
活
・
交
通
機
能
を
失
わ
な

い
た
め
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
、

都
市
公
園
や
道
の
駅
な
ど
に

お
け
る
避
難
場
所
と
し
て
の

機
能
向
上
、
走
錨
事
故
の
防

止
対
策
等
を
行
っ
て
ま
い
り

ま
す
。
そ
の
他
、
浸
水
想
定

図
が
未
作
成
の
河
川
に
お
け

る
水
害
リ
ス
ク
情
報
の
提
供

や
防
災
情
報
ア
ク
セ
ス
集
中

対
策
、
台
風
情
報
向
上
の
た

め
の
気
象
レ
ー
ダ
ー
、
ア
メ

ダ
ス
等
の
観
測
体
制
強
化
等

を
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

（
防
災
・
減
災
、国
土
強
靱
化
） 　

大
臣
就
任
直
後
か
ら
、
こ

れ
ま
で
延
べ
21
道
県
の
被
災

地
域
に
足
を
運
ん
で
ま
い
り

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
被
災

地
も
、
近
年
の
気
候
変
動
に

よ
り
災
害
が
頻
発
化
・
激
甚

化
し
、
そ
れ
に
よ
り
も
た
ら

さ
れ
る
被
害
規
模
が
甚
大
化

し
て
い
る
こ
と
を
痛
感
し
て

お
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況

の
中
で
、
国
民
の
皆
様
の
命

と
暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
、

こ
れ
ま
で
の
教
訓
や
検
証
を

踏
ま
え
た
抜
本
的
な
防
災
・

減
災
、
国
土
強
靭
化
対
策
が

必
要
と
感
じ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両

面
の
対
策
と
と
も
に
、
国
民

の
皆
様
の
防
災
意
識
の
向
上

と
、
地
域
防
災
力
の
向
上
を

具
体
的
に
実
現
し
て
い
く
こ

と
が
必
要
で
す
。

　

一
連
の
災
害
の
教
訓
と
し

て
、
河
川
の
流
域
全
体
を
見

通
し
た
堤
防
強
化
や
河
道
掘

削
の
推
進
、
リ
ス
ク
の
よ
り

低
い
地
域
へ
の
居
住
や
都
市

機
能
の
誘
導
、
真
に
住
民
避

難
に
つ
な
げ
る
た
め
の
情
報

伝
達
の
改
善
な
ど
、
多
く
の

取
組
の
必
要
性
が
明
ら
か
と

な
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
課

題
の
解
決
の
た
め
、
近
年
の

災
害
や
将
来
の
気
候
変
動
の

影
響
に
よ
る
降
雨
量
の
増
加

な
ど
を
考
慮
し
た
抜
本
的
な

治
水
計
画
に
つ
い
て
、
昨
年

11
月
よ
り
「
気
候
変
動
を
踏

ま
え
た
水
災
害
対
策
検
討
小

委
員
会
」
に
お
い
て
検
討
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
同
様
の
観
点
か
ら
、

土
砂
災
害
に
つ
い
て
も
、
警

戒
避
難
の
実
効
性
を
向
上
さ

せ
る
た
め
の
方
策
を
検
討
す

べ
く
、
昨
年
12
月
よ
り
、「
土

砂
災
害
防
止
対
策
小
委
員

会
」
に
お
け
る
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。
国
土
交
通
省
と

し
て
は
、
国
・
県
・
市
の
み

な
ら
ず
、
企
業
・
住
民
の
方

々
な
ど
と
連
携
し
た
、
ハ
ー

ド
・
ソ
フ
ト
一
体
と
な
っ
た

流
域
全
体
で
備
え
る
総
合
的

な
水
災
害
対
策
を
進
め
、
防

災
・
減
災
が
主
流
と
な
る
安

全
・
安
心
な
社
会
づ
く
り
に

全
力
を
傾
け
て
ま
い
り
ま
す
。

（
イ
ン
フ
ラ
老
朽
化
対
策
の

推
進
）

　

我
が
国
で
は
、
高
度
経
済

成
長
期
以
降
に
整
備
し
た
イ

ン
フ
ラ
の
老
朽
化
が
進
ん
で

い
る
こ
と
か
ら
、
国
民
の
安

全
・
安
心
や
社
会
経
済
活
動

の
基
盤
と
な
る
イ
ン
フ
ラ
の

維
持
管
理
・
更
新
を
計
画
的

新
年
の
挨
拶

新
年
の
挨
拶
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に
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
こ
の
た
め
、
イ
ン
フ

ラ
の
長
寿
命
化
を
図
る
た
め

の
計
画
的
な
維
持
管
理
・
更

新
や
、「
予
防
保
全
」
の
取

組
と
新
技
術
の
開
発
・
導
入

等
に
よ
る
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト

の
縮
減
・
平
準
化
を
図
っ
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、「
イ
ン
フ
ラ
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
国
民
会
議
」
の

活
動
を
通
じ
て
、
新
技
術
の

開
発
・
社
会
実
装
を
後
押
し

す
る
な
ど
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

産
業
の
育
成
・
活
性
化
を
図

る
と
と
も
に
、
地
方
へ
の
展

開
を
一
層
強
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
優
れ
た

取
組
や
技
術
開
発
を
「
イ
ン

フ
ラ
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
大
賞
」

に
お
い
て
表
彰
し
、
広
く
共

有
し
て
ま
い
り
ま
す
。

②
観
光
に
よ
る
地
方
創
生

（
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推
進
）

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
を

迎
え
る
本
年
は
、
外
国
人
旅

行
者
の
受
入
れ
環
境
の
整
備

を
強
力
に
進
め
る
こ
と
に
加

え
、
大
会
の
レ
ガ
シ
ー
で
あ

る
「
真
の
共
生
社
会
」
の
実

現
に
向
け
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
社
会
へ
力
強
く
前
進
す
る

タ
ー
ニ
ン
グ
ポ
イ
ン
ト
の
1

年
と
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

公
共
交
通
機
関
や
建
築
物

等
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
や
地

域
に
お
け
る
重
点
的
・
一
体

的
な
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
を
着

実
に
進
め
る
と
と
も
に
、「
心

の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
」
な
ど
ソ

フ
ト
対
策
の
強
化
に
向
け
て

バ
リ
ア
フ
リ
ー
法
の
改
正
法

案
を
通
常
国
会
に
提
出
し
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
高

齢
者
、
障
害
者
等
の
方
々
の

ご
意
見
に
も
耳
を
傾
け
な
が

ら
、
更
な
る
バ
リ
ア
フ
リ
ー

の
社
会
づ
く
り
を
進
め
て
ま

い
り
ま
す
。

③
安
全
・
安
心
な
移
動
環
境

の
整
備

（
公
共
交
通
の
確
保
・
充
実
）

　

人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

が
進
む
中
、
高
齢
者
の
運
転

免
許
の
返
納
も
増
え
て
お

り
、
そ
の
受
け
皿
と
な
る
地

域
の
移
動
手
段
の
確
保
は
喫

緊
の
課
題
で
す
。

　

地
域
公
共
交
通
に
つ
い
て

は
、
地
域
ご
と
の
ビ
ジ
ョ
ン

で
あ
る
「
地
域
公
共
交
通
網

形
成
計
画
」
が
昨
年
10
月
末

ま
で
に
5
3
7
件
策
定
さ
れ

る
等
、
持
続
可
能
な
地
域
公

共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
実

現
に
向
け
た
取
組
が
各
地
で

進
め
ら
れ
て
お
り
、
計
画
策

定
や
地
方
鉄
道
、
バ
ス
路
線

等
の
地
域
公
共
交
通
の
確
保

維
持
に
つ
い
て
、
予
算
や
人

材
・
ノ
ウ
ハ
ウ
面
で
積
極
的

に
支
援
し
て
ま
い
り
ま
す
。

一
方
で
、
利
便
性
の
高
い
地

域
公
共
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
実
現
を
促
進
す
る
た
め
に

は
、
事
業
者
間
の
連
携
や
協

働
が
重
要
で
す
。こ
の
た
め
、

こ
の
よ
う
な
事
業
者
間
の
取

組
を
円
滑
化
す
る
た
め
に
必

要
な
競
争
政
策
の
見
直
し
に

つ
い
て
、
各
地
域
の
実
情
を

踏
ま
え
な
が
ら
、
公
正
取
引

委
員
会
を
は
じ
め
と
し
た
関

係
省
庁
と
連
携
し
て
、
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ま

た
、
地
方
部
を
中
心
と
し
た

移
動
手
段
の
確
保
や
運
転
手

不
足
等
の
諸
課
題
に
対
す
る

地
域
公
共
交
通
政
策
の
あ
り

方
に
つ
い
て
、
地
域
公
共
交

通
活
性
化
再
生
法
な
ど
の
見

直
し
を
視
野
に
、
法
的
枠
組

み
の
強
化
を
図
る
と
と
も

に
、
地
域
交
通
を
含
む
中
長

期
的
な
交
通
政
策
全
体
の
あ

り
方
に
つ
い
て
、
交
通
政
策

基
本
計
画
の
見
直
し
の
検
討

を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

④
持
続
可
能
な
地
域
社
会
と

経
済
成
長
の
実
現

（
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の

形
成
）

　

A
I
、
I
o
T
等
の
新
技

術
を
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
入

れ
た
「
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
」

に
つ
い
て
は
、
昨
年
5
月
に

先
駆
的
な
15
の
モ
デ
ル
事
業

を
選
定
し
、
重
点
的
に
支
援

し
て
い
る
ほ
か
、8
月
に
は
、

官
民
の
知
恵
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

結
集
す
る
た
め
、
関
係
府
省

と
共
同
で
企
業
、
大
学
・
研

究
機
関
、
地
方
公
共
団
体
等

を
会
員
と
す
る
官
民
連
携
プ

ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
を
設
立
し

ま
し
た
。
今
後
は
、
こ
れ
ら

の
取
組
を
通
じ
て
モ
デ
ル
事

業
等
を
推
進
す
る
と
と
も

に
、
都
市
イ
ン
フ
ラ
へ
の

I
o
T
技
術
等
の
実
装
を
進

め
る
こ
と
で
、
成
功
モ
デ
ル

の
全
国
展
開
を
促
進
し
、
ス

マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
強
力
に
推

進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

住
宅
分
野
で
は
、
既
存
住

宅
流
通
・
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場

の
活
性
化
に
向
け
て
、
安
心

し
て
購
入
す
る
こ
と
が
で
き

る
既
存
住
宅
の
普
及
を
進
め

る
た
め
、
耐
震
性
が
あ
り
、

構
造
上
の
不
具
合
な
ど
が
認

め
ら
れ
な
い
な
ど
、
一
定
の

要
件
を
満
た
す
既
存
住
宅
に

つ
い
て
流
通
を
図
る
た
め
の

「
安
心
Ｒ
住
宅
」
制
度
の
取

組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

は
、「
空
家
等
対
策
の
推
進

に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
に

基
づ
き
、
個
々
の
地
方
公
共

団
体
が
行
う
指
導
・
助
言
、

行
政
代
執
行
等
の
措
置
や
、

空
き
家
の
除
却
・
利
活
用
等

に
対
す
る
支
援
な
ど
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
さ
ら
に
、
空
き
家

等
の
流
通
・
マ
ッ
チ
ン
グ
や

再
生
を
図
る
た
め
、「
全
国

版
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
」

の
活
用
を
促
進
し
て
ま
い
り

ま
す
。
今
後
と
も
、
空
き
家

の
利
活
用
・
流
通
促
進
に
官

民
総
力
戦
で
取
り
組
ん
で
ま

い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
度
税
制
改
正

大
綱
に
お
い
て
は
、「
譲
渡

価
額
が
5
0
0
万
円
以
下
の

低
額
な
低
未
利
用
地
を
譲
渡

し
た
場
合
の
長
期
譲
渡
所
得

の
1
0
0
万
円
特
別
控
除
措

置
の
創
設
」
が
盛
り
込
ま
れ

ま
し
た
。
本
特
例
措
置
に
よ

り
、
土
地
の
有
効
活
用
を
通

じ
た
投
資
の
促
進
、
地
域
活

性
化
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
新

制
度
の
円
滑
な
運
用
に
向
け

た
調
整
を
進
め
て
ま
い
り
ま

す
。

　

高
経
年
マ
ン
シ
ョ
ン
の
増

加
が
急
速
に
進
む
中
、
建
物

・
設
備
の
老
朽
化
、
管
理
組

合
の
担
い
手
不
足
、
建
替
え

等
の
合
意
形
成
の
困
難
さ
等

の
課
題
が
生
じ
る
こ
と
が
見

込
ま
れ
る
こ
と
か
ら
、
マ
ン

シ
ョ
ン
の
維
持
管
理
の
適
正

化
や
再
生
の
円
滑
化
に
向
け

た
取
組
を
強
化
し
、
マ
ン
シ

ョ
ン
政
策
を
強
力
に
進
め
て

ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
賃
貸

住
宅
管
理
業
に
つ
い
て
は
、

近
年
、
サ
ブ
リ
ー
ス
業
者
と

家
主
の
間
で
家
賃
保
証
を
巡

る
ト
ラ
ブ
ル
等
が
多
発
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
サ
ブ
リ
ー

ス
を
含
む
賃
貸
住
宅
管
理
業

の
適
正
化
に
つ
い
て
、
法
制

化
の
検
討
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

（
現
場
を
支
え
る
人
材
の
確

保
・
育
成
等
に
向
け
た
働
き

方
改
革
）

　

社
会
全
体
の
生
産
性
向
上

に
加
え
、
産
業
の
中
長
期
的

な
担
い
手
の
確
保
・
育
成
に

向
け
て
働
き
方
改
革
を
進
め

る
こ
と
も
重
要
で
す
。

　

建
設
産
業
に
お
い
て
は
、

適
正
な
工
期
設
定
や
週
休
2

日
、
公
共
工
事
の
施
工
時
期

の
平
準
化
の
推
進
な
ど
、
関

係
者
一
丸
と
な
っ
た
取
組
が

不
可
欠
で
す
。
昨
年
6
月
に

成
立
し
た
新
・
担
い
手
3
法

を
踏
ま
え
、
働
き
方
改
革
や

災
害
時
の
緊
急
対
応
強
化
、

持
続
可
能
な
事
業
環
境
の
確

保
等
に
向
け
、
実
行
性
の
あ

る
施
策
を
講
じ
て
ま
い
り
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
4
月
よ
り

本
運
用
が
開
始
さ
れ
た
「
建

設
キ
ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ

ム
」
に
よ
り
、
建
設
技
能
者

の
経
験
や
技
能
を
業
界
横
断

的
に
蓄
積
し
、
そ
の
処
遇
改

善
に
つ
な
げ
て
ま
い
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
、
建
設
技
能

者
に
必
要
と
さ
れ
る
技
能
の

習
得
を
継
続
的
に
行
う
建
設

リ
カ
レ
ン
ト
教
育
や
多
能
工

化
の
推
進
な
ど
の
人
材
育
成

も
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

（
S
o
c
i
e
t
y
5
・
0

時
代
に
向
け
た
取
組
）

　

人
口
減
少
・
超
高
齢
化
社

会
を
迎
え
る
中
で
、
国
民
の

安
全
・
安
心
や
持
続
的
な
経

済
成
長
を
確
保
す
る
に
は
、

働
き
手
の
減
少
を
上
回
る
生

産
性
の
向
上
に
よ
っ
て
潜
在

的
な
成
長
力
を
高
め
、
新
た

な
需
要
を
掘
り
起
こ
す
こ
と

が
極
め
て
重
要
で
す
。
そ
の

た
め
、
新
技
術
も
積
極
的
に

活
用
し
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
推
進
等
の
ほ
か
、
我
が
国

産
業
の
生
産
性
向
上
や
新
市

場
の
開
拓
に
向
け
た
取
組
を

進
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

建
設
現
場
に
お
い
て
は
、

測
量
・
施
工
・
検
査
等
の
建

設
生
産
プ
ロ
セ
ス
全
体
を
対

象
と
し
て
I
C
T
の
導
入
を

拡
大
す
る
ｉ

－

Ｃ
o
n
s 

t
r
u
c
t
i
o
n
を
進
め

ま
す
。
こ
れ
ま
で
対
象
と
な

る
国
土
交
通
省
発
注
工
事
の

約
6
割
で
I
C
T
を
活
用
し

た
工
事
が
実
施
さ
れ
る
一

方
、
地
方
公
共
団
体
や
中
小

企
業
へ
の
普
及
促
進
が
課
題

と
し
て
残
っ
て
お
り
、
積
算

基
準
の
改
定
や
ト
ッ
プ
ラ
ン

ナ
ー
に
よ
る
普
及
活
動
等
、

地
方
自
治
体
や
中
小
企
業
が

さ
ら
に
I
C
T
を
導
入
し
や

す
く
な
る
よ
う
な
環
境
整
備

を
推
進
す
る
と
と
も
に
、

5
G
を
活
用
し
た
無
人
化
施

工
等
の
新
技
術
の
現
場
実
装

を
推
進
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ｉ

－

Ｃ
o
n
s 

t
r
u
ｃ
t
i
o
n
の
取
組

に
よ
り
得
ら
れ
る
デ
ー
タ

や
、
地
盤
情
報
、
民
間
建
築

物
等
の
国
土
に
関
す
る
情

報
、
官
民
が
保
有
す
る
公
共

交
通
や
物
流
・
商
流
等
の
経

済
活
動
に
関
す
る
デ
ー
タ
、

気
象
等
の
自
然
現
象
に
関
す

る
デ
ー
タ
を
連
携
さ
せ
、
サ

イ
バ
ー
空
間
上
に
再
現
す
る

「
国
土
交
通
デ
ー
タ
プ
ラ
ッ

ト
フ
ォ
ー
ム
」
を
産
官
学
が

連
携
し
て
構
築
し
、
施
策
の

高
度
化
や
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

の
創
出
を
目
指
し
ま
す
。

さ
い
ご
に

　

国
土
交
通
省
は
、
本
年
も

「
現
場
主
義
」
を
徹
底
し
、

諸
課
題
に
全
力
で
取
り
組
ん

で
い
く
所
存
で
す
。
国
民
の

皆
様
の
一
層
の
御
理
解
、
御

協
力
を
お
願
い
す
る
と
と
も

に
、
本
年
が
皆
様
方
に
と
り

ま
し
て
希
望
に
満
ち
た
、
大

い
な
る
発
展
の
年
に
な
り
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
い
た

し
ま
す
。
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業 界 の 社 会 的 地 位 向 上 と
経済的利益の増進をはかる

全日電工連政治連盟

素早い対応と行動する組織を目指す！！

　

令
和
2
年
の
新
春
を
迎
え

る
に
当
た
り
、
謹
ん
で
お
喜

び
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

中
小
・
小
規
模
事
業
者
は
、

雇
用
の
約
7
割
を
占
め
、
日

本
経
済
の
屋
台
骨
で
あ
る
の

み
な
ら
ず
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
支
え
役
で
す
。
中
小

・
小
規
模
事
業
者
の
皆
様
が
、

高
齢
化
や
人
手
不
足
な
ど
の

構
造
変
化
に
加
え
、
働
き
方

改
革
や
賃
上
げ
な
ど
今
後
相

次
ぐ
制
度
変
更
を
乗
り
越
え

て
躍
進
す
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
中
小
企
業
庁
で
は
、

思
い
切
っ
た
支
援
や
環
境
整

備
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

　

第
一
に
、
補
正
予
算
で
措

置
す
る
生
産
性
革
命
推
進
事

業
で
は
、
革
新
的
な
製
品
・

サ
ー
ビ
ス
開
発
の
た
め
の
設

備
投
資
支
援
や
、
小
規
模
事

業
者
に
特
化
し
た
販
路
開
拓

支
援
、
Ｉ
Ｔ
ツ
ー
ル
の
導
入

経
済
産
業
省　

中
小
企
業
庁　

長
官

前
田 

泰
宏

国
土
交
通
省　

土
地
・
建
設
産
業
局

建
設
市
場
整
備
課
長

小
笠
原 

憲
一

　

新
春
を
迎
え
、
謹
ん
で
新

年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　

全
日
本
電
気
工
事
業
工
業

組
合
連
合
会
及
び
会
員
・
関

係
者
の
皆
様
に
は
、
平
素
よ

り
国
土
交
通
行
政
の
推
進
に

つ
い
て
、
格
別
の
御
理
解
・

御
協
力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

　

貴
連
合
会
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
電
気
工
事
に
携
わ
る

人
材
の
確
保
・
育
成
の
た
め
、

電
気
工
事
技
能
競
技
全
国
大

会
の
開
催
や
第
一
種
電
気
工

事
士
の
定
期
講
習
に
取
り
組

ま
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

取
組
に
対
し
て
心
か
ら
敬
意

を
表
す
る
次
第
で
す
。

　

建
設
業
は
、
現
場
で
直
接

施
工
を
担
う
技
能
労
働
者
に

よ
っ
て
工
事
の
品
質
が
大
き

く
左
右
さ
れ
る
、
い
わ
ば
人

材
で
成
り
立
つ
産
業
で
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
我
が
国

は
人
口
減
少
時
代
を
迎
え
、

将
来
に
お
け
る
担
い
手
の
確

保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
と
し
て
も
、

引
き
続
き
、「
処
遇
改
善
」、

「
働
き
方
改
革
」、そ
し
て「
生

産
性
向
上
」
に
取
り
組
み
、

支
援
を
含
め
、
生

産
性
向
上
を
継
続

的
に
支
援
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の

支
援
策
の
、
準
備

期
間
の
不
足
や
事

業
期
間
の
制
約
と

い
っ
た
課
題
を
解

消
し
、
働
き
方
改

革
等
の
制
度
変
更

に
対
応
す
る
中
小

・
小
規
模
事
業
者

を
後
押
し
し
ま
す
。

　

第
二
に
、
経
営
者
の
高
齢

化
に
よ
る
事
業
承
継
問
題
に

対
し
て
は
、
事
業
承
継
税
制

に
加
え
て
、
今
後
は
、
後
継

者
不
在
の
中
小
企
業
の
黒
字

廃
業
を
回
避
す
べ
く
、「
第

三
者
承
継
支
援
総
合
パ
ッ
ケ

ー
ジ
」
に
基
づ
き
、
第
三
者

承
継
を
強
力
に
後
押
し
し
て

い
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
事
業

承
継
の
阻
害
要
因
と
な
っ
て

い
る
個
人
保
証
の
慣
行
か
ら

の
脱
却
を
目
指
し
、
経
営
者

保
証
を
不
要
と
す
る
信
用
保

証
制
度
を
新
設
し
、
専
門
家

の
確
認
を
受
け
た
場
合
に
は

保
証
料
を
軽
減
す
る
等
、
中

小
・
小
規
模
事
業
者
の
円
滑

な
事
業
承
継
を
促
し
ま
す
。

　

第
三
に
、
我
が
国
を
取
り

巻
く
グ
ロ
ー
バ
ル
な
競
争
環

境
を
踏
ま
え
、
業
種
別
の
取

引
構
造
に
つ
い
て
分
析
を
深

め
、
大
企
業
と
中
小
・
小
規

模
事
業
者
が
と
も
に
稼
げ
る

「
共
存
共
栄
モ
デ
ル
」
を
提

示
し
ま
す
。
あ
わ
せ
て
、
価

格
決
定
方
法
や
コ
ス
ト
負
担

の
適
正
化
、
支
払
条
件
の
改

善
に
加
え
、
新
た
に
｢知
財

・
ノ
ウ
ハ
ウ
の
保
護
｣、
｢働

き
方
改
革
に
伴
う
し
わ
寄
せ

防
止
｣
に
つ
い
て
検
討
し
、

対
策
を
取
り
ま
と
め
て
い
き

ま
す
。

　

最
後
に
、
昨
年
は
、
台
風

15
号
や
19
号
等
の
自
然
災
害

に
よ
る
甚
大
な
被
害
に
見
舞

わ
れ
た
年
で
し
た
。
引
き
続

き
、
被
災
事
業
者
の
復
旧
・

復
興
に
向
け
た
支
援
策
を
講

じ
て
い
き
ま
す
。
さ
ら
に
昨

年
成
立
し
た
中
小
企
業
強
靱

化
法
に
よ
り
、
中
小
・
小
規

模
事
業
者
の
防
災
・
減
災
対

策
も
含
め
て
、
し
っ
か
り
と

支
援
し
ま
す
。

　

本
年
が
、
中
小
・
小
規
模

事
業
者
の
皆
様
に
と
っ
て
大

き
な
飛
躍
の
年
に
な
る
よ
う

心
よ
り
祈
念
し
、
新
年
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。

建
設
業
が
「
給
与
が
よ
く
、

休
暇
が
と
れ
、
希
望
が
持
て

る
」、
い
わ
ゆ
る
「
新
3
Ｋ
」

と
い
わ
れ
る
魅
力
的
な
産
業

と
な
る
よ
う
、
取
組
を
さ
ら

に
加
速
化
さ
せ
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
ま
ず
は
、
適

正
な
工
期
の
確
保
や
平
準
化

な
ど
、
先
の
通
常
国
会
で
改

正
さ
れ
た
品
確
法
を
は
じ
め

と
す
る
「
新
・
担
い
手
三
法
」

の
着
実
な
施
行
の
準
備
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

加
え
て
、
適
正
な
工
期
設

定
に
よ
る
「
週
休
2
日
制
の

推
進
」
な
ど
、
働
き
や
す
い

建
設
業
の
改
革
を
推
進
し
て

ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
若
い
世
代
に
キ

ャ
リ
ア
パ
ス
と
処
遇
の
見
通

し
を
示
し
、
技
能
と
経
験
に

応
じ
て
給
料
を
引
き
上
げ
て

行
く
た
め
、
昨
年
の
4
月
よ

り
本
格
稼
働
し
た
「
建
設
キ

ャ
リ
ア
ア
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
」

を
、「
業
界
共
通
の
制
度
イ

ン
フ
ラ
」
と
し
て
育
て
上
げ

て
い
く
決
意
で
す
。

　

貴
連
合
会
に
お
か
れ
ま
し

て
も
、
引
き
続
き
こ
れ
ら
の

取
組
に
御
理
解
・
御
支
援
を

賜
り
ま
す
こ
と
を
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
貴

連
合
会
の
益
々
の
御
活
躍
に

よ
り
、
建
設
産
業
の
一
層
の

発
展
に
寄
与
さ
れ
ま
す
こ
と

を
御
期
待
申
し
上
げ
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に

と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し
い
年

と
な
り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈

念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の

ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

2
面
か
ら
6
面
の
年
頭
所
感
は
、

寄
せ
ら
れ
た
原
稿
を
そ
の
ま
ま
掲
載
し
て
い
ま
す
。
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新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ

ま
に
は
、
ご
家
族
や
社
員
の

方
々
と
共
に
、
清
々
し
い
お

気
持
ち
で
新
し
い
年
を
迎
え

ら
れ
た
こ
と
と
、
お
慶
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
は
、
ま
ず
何
と
言
っ

て
も
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ

リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
で
あ
り

ま
す
。
聖
火
は「
復
興
五
輪
」

と
い
う
こ
と
で
、
福
島
県
の

サ
ッ
カ
ー
施
設
「
Ｊ
ヴ
ィ
レ

ッ
ジ
」
を
出
発
点
に
、
日
本

全
国
津
々
浦
々
を
周
る
よ
う

で
す
。
聖
火
ラ
ン
ナ
ー
も
、　

な
で
し
こ
ジ
ャ
パ
ン
の
ワ
ー

ル
ド
カ
ッ
プ（
2
0
1
1
年
）

優
勝
選
手
を
ス
タ
ー
ト
と
し

て
、
数
多
く
の
著
名
人
を
入

れ
、
国
民
的
興
味
が
相
当
高

ま
り
ま
す
。
ま
た
、
競
技
そ

の
も
の
で
も
、
厳
し
い
国
内

選
考
で
選
ば
れ
た
皆
さ
ん
が

最
高
の
結
果
を
出
し
、
日
本

全
体
が
大
い
に
盛
り
上
が
る

よ
う
な
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
な
る

こ
と
を
期
待
し
た
い
も
の
で

す
。

　

さ
て
こ
の
機
会
に
、
新
年

に
あ
た
り
私
が
感
じ
て
い
る

こ
と
を
2
点
ほ
ど
述
べ
た
い

と
存
じ
ま
す
。

　

第
1
に
、
い
よ
い
よ
電
気

事
業
は
、
今
年
、
電
力
シ
ス

テ
ム
改
革
の
最
終
段
階
と
な

る
発
送
電
分
離
の
年
を
迎
え

ま
し
た
。
第
1
段
階
の
2
0

1
5
年
に
、
電
力
広
域
的
運

営
推
進
機
関
と
電
力
・
ガ
ス

取
引
監
視
等
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
第
2
段
階
の
2
0
1

6
年
4
月
に
は
、
電
力
小
売

り
全
面
自
由
化
が
始
ま
り
ま

し
た
。
現
在
で
は
6
0
0
を

超
え
る
電
気
事
業
者
が
誕
生

し
て
お
り
ま
す
。
全
販
売
電

力
量
に
占
め
る
新
電
力
の
シ

ェ
ア
は
15
％
を
超
え
て
お

り
、
自
由
化
以
降
、
新
電
力

な
ど
14
社
様
に
、
本
会
へ
ご

入
会
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
2
0
1
7
年
か
ら

ガ
ス
小
売
り
全
面
自
由
化
が

始
ま
り
、
電
力
・
ガ
ス
の
垣

根
を
越
え
た
競
争
は
激
し
さ

を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

他
方
、
台
風
な
ど
自
然
災

害
に
よ
る
大
規

模
な
停
電
や
ガ

ス
の
供
給
停
止

発
生
時
に
は
、

地
元
電
力
会
社

や
ガ
ス
会
社
の

み
な
ら
ず
、
エ

リ
ア
を
越
え
た

全
国
規
模
で
の

応
援
派
遣
が
行

わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
年
4
月
か
ら
の
送
配
電

部
門
の
法
的
分
離
に
よ
り
、

電
気
事
業
は
こ
れ
ま
で
の
一

貫
体
制
の
下
で
維
持
さ
れ
て

き
た
安
定
供
給
が
損
な
わ
れ

る
こ
と
が
な
い
よ
う
、
電
力

各
社
で
は
地
域
内
の
縦
の
連

携
、
地
域
間
の
横
の
連
携
な

ど
に
細
心
の
対
策
を
図
っ
て

お
ら
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
電
力
業
界

は
、
電
力
小
売
り
の
全
面
自

由
化
に
よ
る
「
競
争
」
が
続

き
、
さ
ら
に
従
来
の
会
社
組

織
が
法
的
に
「
分
離
」
さ
れ

ま
す
。
し
か
し
同
時
に
、
激

甚
化
す
る
自
然
災
害
へ
の
迅

速
な
対
応
と
い
う
観
点
か
ら

の
「
協
働
」
が
求
め
ら
れ
ま

す
。
こ
れ
か
ら
は
、
そ
の
競

争
と
協
働
の
両
立
を
目
指

し
、
引
き
続
き
「
Ｏ
Ｎ
Ｅ　

Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
」
の
精
神
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

第
2
に
原
子
力
発
電
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
東
北
電
力
女
川

2
号
機
の
審
査
が
実
質
的
に

終
了
し
た
一
方
で
、
新
た
に

再
稼
働
し
た
原
子
力
発
電
所

は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
今

年
は
、
中
国
電
力
島
根
2
号

機
の
審
査
が
進
む
こ
と
が
期

待
さ
れ
ま
す
が
、
総
体
的
に

見
れ
ば
「
な
か
な
か
再
稼
働

が
進
ま
な
い
な
」
と
い
う
の

が
率
直
な
気
持
ち
で
あ
り
ま

す
。
ご
承
知
の
通
り
、
資
源

小
国
で
あ
る
わ
が
国
で
は
、

原
子
力
発
電
は
ベ
ー
ス
ロ
ー

ド
電
源
と
し
て
、
電
力
需
給

の
安
定
に
引
き
続
き
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
は
地
球
の
平

均
気
温
の
上
昇
を
産
業
革
命

前
に
比
べ
て
2
度
未
満
に
抑

え
る
こ
と
を
長
期
目
標
と
す

る
「
パ
リ
協
定
（
2
0
1
6

年
締
結
）」
の
適
用
が
本
格

的
に
始
ま
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
と
し
て

温
室
効
果
ガ
ス
削
減
を
進
め

る
た
め
に
も
、
原
子
力
発
電

は
、
引
き
続
き
重
要
な
役
割

を
担
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
今
後
、
各
原
子

力
発
電
所
の
審
査
並
び
に
再

稼
働
が
こ
れ
ま
で
以
上
に
ス

ム
ー
ズ
に
進
む
こ
と
を
、
切

に
念
願
す
る
も
の
で
あ
り
ま

す
。
あ
わ
せ
て
再
処
理
な
ど

「
原
子
燃
料
サ
イ
ク
ル
」
の

確
立
と
、「
高
レ
ベ
ル
放
射

性
廃
棄
物
の
最
終
処
分
」が
、

着
実
に
進
展
す
る
こ
と
も
強

く
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

　

以
上
2
点
申
し
上
げ
ま
し

た
が
、
最
後
に
、
大
変
革
期

に
あ
る
電
気
事
業
と
、
日
本

電
気
協
会
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

ご
承
知
の
よ
う
に
、
わ
が

国
で
は
、「
S
o
c
i
e
t 

y
5
・
0
」
の
実
現
に
向
け

て
、
Ｉ
ｏ
Ｔ
（
モ
ノ
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
）、
Ａ
Ｉ
（
人

工
知
能
）
な
ど
の
最
新
デ
ジ

タ
ル
技
術
を
活
用
し
た
取
組

み
が
加
速
し
、
新
た
な
サ
ー

ビ
ス
も
創
り
出
さ
れ
て
お
り

ま
す
。

　

こ
う
し
た
変
貌
す
る
時
代

に
あ
っ
て
、
電
気
の
安
全
性

確
保
と
安
定
供
給
を
果
た
し

て
い
く
た
め
に
は
、
と
り
も

直
さ
ず
、
私
ど
も
日
本
電
気

協
会
の
役
割
で
あ
る
、
①
電

気
設
備
の
保
安
を
確
保
す
る

た
め
の
技
術
規
格
の
策
定
②

電
気
安
全
知
識
の
普
及
啓
発

③
電
気
技
術
者
の
育
成
④
電

気
新
聞
を
通
じ
た
エ
ネ
ル
ギ

ー
問
題
の
正
確
・
具
体
的
な

情
報
提
供
な
ど
、
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
本

会
の
役
割
を
再
確
認
し
、
そ

の
取
り
組
み
を
着
実
に
進
め

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
さ
ら
に
、
電
気
保
安

・
電
気
工
事
業
界
は
近
年
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
急

速
な
普
及
や
、
保
守
管
理
経

験
の
乏
し
い
新
規
参
入
者
の

増
加
、
加
え
て
激
甚
化
す
る

自
然
災
害
の
多
発
と
い
っ
た

環
境
変
化
に
直
面
し
て
お
り

ま
す
。
そ
の
た
め
、
当
業
界

の
中
長
期
的
な
人
材
確
保
に

向
け
た
対
策
が
急
務
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
そ
こ
で
本
会

お
よ
び
電
気
保
安
・
電
気
工

事
関
係
6
団
体
で
「
電
気
保

安
・
電
気
工
事
業
界
の
認
知

度
向
上
・
入
職
促
進
に
向
け

た
協
議
会
」
を
昨
年
設
立
し

ま
し
た
。
こ
う
し
た
取
り
組

み
を
通
し
て
、
就
職
希
望
者

が
一
層
増
加
し
て
い
く
こ
と

を
目
指
し
て
参
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

日
本
電
気
協
会
は
来
た
る

2
0
2
1
年
に
創
立
1
0
0

周
年
を
迎
え
ま
す
。
今
後
と

も
会
員
の
皆
さ
ま
に
共
通
す

る
課
題
に
対
し
て
適
切
に
お

応
え
す
る
べ
く
、
事
業
活
動

に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

ど
う
ぞ
引
き
続
き
一
層
の
ご

指
導
・
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す

よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

一
般
社
団
法
人 

日
本
電
機
工
業
会

会
長　

長
榮 

周
作

　

新
年
、
あ
け
ま
し
て
お
め

で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

経
済
産
業
省
を
は
じ
め
、

関
係
省
庁
、
関
連
団
体
、
会

員
の
皆
さ
ま
に
は
、
日
頃
よ

り
当
工
業
会
の
活
動
に
多
大

な
る
ご
支
援
、
ご
尽
力
を
い

た
だ
き
、
心
よ
り
御
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

2
0
2
0
年
の
年
頭
に
当

た
り
、
謹
ん
で
所
感
を
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
台
風
や
大
雨
等

の
大
き
な
災
害
が
多
発
し
た

一
年
で
し
た
。
被
災
さ
れ
た

皆
さ
ま
に
心
よ
り
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、
現
在
も
厳
し
い
環
境
で

過
ご
さ
れ
て
い
る
方
々
の
一

日
も
早
い
復
旧
を
祈
念
申
し

上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り

ま
す
と
、
世
界
で
は
、
米
中

貿
易
摩
擦
、
英
国
の
E
U
離

脱
交
渉
の
難
航
等
、
不
透
明

な
海
外
情
勢
が
続
き
、
わ
が

国
経
済
は
、
世
界
の
政
治
的

不
安
定
要
素
や
世
界
経
済
の

減
速
傾
向
を
受
け
、
成
長
の

伸
び
が
や
や
鈍
化
し
た
年
と

な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
J
E
M 

A
の
重
電
機
器
と
白
物
家
電

機
器
を
合
わ
せ
た
2
0
1
9

年
度 

上
期
生
産
実
績
は
、

2
兆
6
、
8
4
0
億
円
、
前

年
同
期
比
96
・
2
%
と
な
り

ま
し
た
。
白
物
家
電
で
は
、

消
費
税
増
税
の
影
響
は
、
前

回
2
0
1
4
年
の
増
税
時
と

比
較
し
、
年
度
全
体
で
は
軽

微
で
あ
る
と
見
て
い
ま
す

が
、
引
き
続
き
注
視
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
J
E
M
A
は
、
わ

が
国
電
機
産
業
の
持
続
的
発

展
に
向
け
、
次
の
三
つ
の
重

点
項
目
を
掲
げ
、
活
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

・ 「
電
機
業
界
の
持
続
的
成

長
戦
略
の
推
進
」

・ 「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環
境
革

新
戦
略
の
推
進
」

・ 「
新
た
な
も
の
づ
く
り
、

サ
ー
ビ
ス
産
業
の
創
出
の

推
進
」

　

ま
ず
、「
電
機
業
界
の
持

続
的
成
長
戦
略
の
推
進
」
に

つ
い
て
は
、
わ
が
国
が
目
指

す
S
o
c
i
e
t
y
5
・
0

の
実
現
に
向
け
て
、
電
機
業

界
と
し
て
も
議
論
を
深
め
、

社
会
課
題
解
決
に
つ
な
げ
る

べ
く
、
積
極
的
に
推
進
し
て

お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
J
E
M
A
が
中
心

と
な
り
モ
ー
タ
ー
駆
動
シ
ス

テ
ム
の
省
エ
ネ
国
際
会
議
、

い
わ
ゆ
る「
e
e
m
o
d
s
」

を
、
9
月
に
東
京
で
開
催
い

た
し
ま
し
た
。
日
本
初
の
開

催
で
あ
り
、
わ
が
国
省
エ
ネ

政
策
の
優
位
性
を
ア
ピ
ー
ル

し
、
盛
況
裡
に
終
了
い
た
し

ま
し
た
。

　

次
に
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
・
環

境
革
新
戦
略
の
推
進
」
に
つ

い
て
で
す
が
、
優
れ
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
・
環
境
技
術
を
有
す

る
強
み
を
生
か
し
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
供
給
と
消
費
の
両
面

か
ら
貢
献
し
て
い
く
こ
と

が
、
J
E
M
A
の
果
た
す
べ

き
役
割
と
認
識
し
て
お
り
ま

す
。

　

昨
年
は
、
政
府
の
「
パ
リ

協
定
に
基
づ
く
成
長
戦
略
と

し
て
の
長
期
戦
略
案
」
に
関

し
て
、
J
E
M
A
は
、
幅
広

い
革
新
的
技
術
の
開
発
や
低

コ
ス
ト
化
に
よ
る
円
滑
な
社

会
実
装
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
っ
て
脱
炭
素
化
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
す
る
同
ビ
ジ
ョ
ン

に
賛
同
す
る
と
と
も
に
、
原

子
力
分
野
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
や
電
力
分
野
の
重
点
的
な

取
組
み
に
つ
い
て
意
見
発
信

を
い
た
し
ま
し
た
。

　

J
E
M
A
は
、
省
エ
ネ
、

再
エ
ネ
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
と
い
っ
た
分
野

で
、
機
器
と
シ
ス
テ
ム
の
両

面
か
ら
最
先
端
技
術
を
駆
使

し
、
今
後
も
、
世
界
の
低
炭

素
社
会
実
現
に
貢
献
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、「
新
た
な
も
の

づ
く
り
、
サ
ー
ビ
ス
産
業
の

創
出
の
推
進
」に
つ
い
て
は
、

日
本
の
強
み
で
あ
る
製
造
現

場
の
デ
ー
タ
を
は
じ
め
と
し

た
さ
ま
ざ
ま
な
デ
ー
タ
が
つ

な
が
り
、
有
効
活
用
さ
れ
る

こ
と
で
、
生
産
性
の
向
上
や

新
た
な
付
加
価
値
が
創
出
さ

れ
る
C
o
n
n
e
c
t
e
d 

I
n
d
u
s
t
r
i
e
s
の

実
現
に
向
け
て
、
活
動
を
展

開
し
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
I
I
F
E
S
と

名
称
を
変
更
し
、
11
月
27
日

か
ら
3
日
間
、
会
場
を
大
幅

に
拡
大
し
て
、
第
1
回
と
な

る「
I
I
F
E
S
2
0
1
9
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

I
o
T
関
連
製
品
や
、
A
I

技
術
、サ
ー
ビ
ス
を
展
示
し
、

ま
さ
に
C
o
n
n
e
c
t 

e
d 

I
n
d
u
s
t
r
i 

e
s
を
具
現
化
す
る
展
示
会

と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
電
力
分
野
で
は
、

V
P
P
、
H
E
M
S
を
は
じ

め
、太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
、

蓄
電
池
、
燃
料
電
池
等
、
電

力
需
要
家
エ
ネ
ル
ギ
ー
リ
ソ

ー
ス
機
器
市
場
拡
大
等
の
ビ

ジ
ネ
ス
創
出
や
、環
境
整
備
、

白
物
家
電
分
野
で
は
、
ス
マ

ー
ト
家
電
標
準
化
推
進
に
つ

い
て
、
政
府
と
一
体
と
な
り

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
。

　

さ
て
、
い
よ
い
よ
本
年
、

日
本
で
は
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
大

き
な
イ
ベ
ン
ト
も
好
材
料

に
、
景
気
回
復
の
継
続
を
期

待
す
る
と
と
も
に
、
J
E
M 

A
と
し
て
も
電
機
産
業
の
プ

レ
ゼ
ン
ス
を
高
め
て
い
く
機

会
に
し
て
い
き
た
い
と
存
じ

ま
す
。

　

J
E
M
A
は
、
今
後
も
電

機
業
界
な
ら
び
に
会
員
企
業

さ
ま
へ
の
事
業
貢
献
に
向
け

た
活
動
に
対
し
、
一
層
力
強

く
取
り
組
ん
で
ま
い
る
所
存

で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
一
年
の
皆
さ
ま
方
の
ご
発

展
と
、
さ
ら
な
る
ご
活
躍
を

祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
私
の

新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

　

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

以
上

一
般
社
団
法
人 

日
本
電
気
協
会

 

会
長　

高
橋 

宏
明
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特
選
車
も
特
別
価
格
で
提
供

　

全
日
電
工
連
は
、
2
0
2
0
年
オ

ー
ト
リ
ー
ス
促
進
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を

1
月
か
ら
開
始
し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
期
間
中
（
2
0
2 

0
年
1
月
20
日
〜
4
月
30
日
）
に
成

約
し
た
リ
ー
ス
契
約
（
年
間
部
門
は

2
0
1
9
年
度
の
成
約
台
数
を
対
象

と
す
る
）
が
対
象
で
、
各
部
門
ご
と

に
上
位
3
工
組
へ
報
奨
金
が
贈
ら
れ

る
。

　

組
合
員
に
人
気
の
車
種
、「
N
V 

1
0
0
ク
リ
ッ
パ
ー
」
を
始
め
と
す

る
各
種
箱
バ
ン
も
期
間
限
定
の
お
手

頃
価
格
で
提
供
す
る
ほ
か
、
今
回
は

「
特
選
車
期
間
限
定
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」

と
し
て
、運
転
支
援
シ
ス
テ
ム「
H
o 

n
d
a 

S
E
N
S
I
Ｎ
G
」
に
よ

る
安
全
性
能
と
ピ
ラ
ー
レ
ス
に
よ
る

積
載
性
能
が
人
気
の
「
ホ
ン
ダ
N

－

V
A
N
」
の
新
車
を
大
変
お
得

な
リ
ー
ス
料
で
提
供
す
る
。
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
期
間
の
特
別
価
格
と
な
っ
て

い
る
の
で
、
こ
の
機
会
に
是
非
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

・実施期間 2020 年 1月 20 日～ 4月 30 日
・対象期間 ◆年間　　　　　　：2019 年 4月  1  日～ 2020 年 3月 31 日の成約実績
 ◆キャンペーン期間：2020 年 1月 20 日～ 2020 年 4月 30 日の成約実績
 ※部門により、実績集計の対象期間が異なります。
・対  象  者 各都道府県工組の組合員、組合員企業役員・従業員、工組事務局役職員及びそのご家族
・対象契約 期間中にリース契約が成約した台数を対象とする。※成約台数…登録が完了した台数

2 0 2 0 年オートリース促進キャンペーン実施要項

工組コンペ部門

・概要： ポイント数上位 3 工組を報奨。
 　　　　車両リース：3ポイント
 　　　　任意保険　：1ポイント

ポイントの部（対象期間：年間/キャンペーン期間）

・概要： 上位 3工組を報奨。組合員数に対する成約台数の比率
 ※組合員数は 2020 年 1月 1日現在に基づく

組合員成約台数指数の部（対象期間：年間）

・概要： 上位 3工組を報奨。
  年間の成約件数のうち、これまでに成約実績の

ない新規組合員数
 ※ 3台以上が表彰対象

新規組合員の部（対象期間：年間）

・概要： 上位 3工組を報奨。
  キャンペーン期間内の新車「HONDA N-VAN」

の契約数

特選車の部（対象期間：キャンペーン期間）NEW!!

2020年オートリース促進キャンペーン2020年オートリース促進キャンペーン

　

全
日
電
工
連
は
、
や
り
が

い
の
あ
る
仕
事
や
キ
ャ
リ
ア

ア
ッ
プ
と
個
々
の
生
活
を
両

立
で
き
る
業
界
づ
く
り
を
進

め
て
い
く
こ
と
で
、
電
気
工

事
業
が
性
別
・
世
代
を
問
わ

ず
魅
力
的
な
業
界
と
な
り
、

業
界
従
事
者
確
保
に
向
け
た

原
動
力
と
な
る
よ
う
な
好
循

環
を
業
界
全
体
で
生
み
出
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
と
考
え

て
い
る
。

　

こ
う
し
た
観
点
か
ら
『
女

性
活
躍
推
進
事
業
』
に
つ
い

て
、
意
見
交
換
会
等
の
啓
発

活
動
実
施
推
進
か
ら
さ
ら
に

進
め
、
全
国
電
工
組
に
お
け

る
【
女
性
部
設
立
の
促
進
】

を
重
点
施
策
に
変
え
、
展
開

し
て
い
く
方
針
だ
。

　

す
で
に
女
性
部
を
設
立
し

た
電
工
組
の
情
報
、
全
国
中

小
企
業
団
体
中
央
会
マ
ニ
ュ

ア
ル
、
電
工
組
青
年
部
の
設

立
・
運
営
状
況
等
を
元
に
電

工
組
の
実
情
も
加
味
し
た

「
電
工
組
女
性
部
設
立
に
向

け
た
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」
を
作

成
。
こ
の
資
料
も
参
考
に
、

各
電
工
組
で
女
性
部
設
立
を

ご
検
討
く
だ
さ
い
。

 電工組女性部設立状況・設立に向けた動向状況

設立済；計3電工組
茨城県：2007年設立、熊本県：2019年3月設立、

京都府：2019年8月設立 

設立準備

福井県

設立に向け進捗中。19/12月理事会にて設立に向け承

認。20/2月会員募集を兼ねた講演会・座談会を開催予

定。20/4月の総代会にて定款変更案（女性部記載）等

の議案提出予定。20/7月に女性部設立総会を開催予定。

千葉県 19/7月千葉支部にて女性部設立。

静岡県

20/3月上旬「女性活躍推進座談会」を開催予定。同座

談会の中で、女性部設立計画を策定する予定。（青年

部協力）

大阪府
今年度、親会『特別委員会』にて女性部設立に向け検

討中。

2019(R1)年12月31日現在

女
性
活
躍
推
進
事
業

女女女
性性
活活
躍躍
推推
進進
事
業

『
電
工
組
女
性
部
』

設
立
の
ご
検
討
を

　

全
日
電
工
連
オ
ー
ト
リ
ー
ス
制
度

で
は
、
期
間
限
定
新
車
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
と
し
て
、
電
気
自
動
車
「
日
産
リ

ー
フ
」
の
取
り
扱
い
を
始
め
る
。

　

同
車
は
、
昨
年
の
台
風
15
号
の
被

害
に
よ
り
大
規
模
停
電
が
長
く
続
い

た
千
葉
県
に
お
い
て「
走
る
蓄
電
池
」

と
し
て
活
躍
し
た
。
1
0
0
台
以
上

が
被
災
地
の
避
難
所
や
福
祉
施
設
に

派
遣
さ
れ
、
洗
濯
機
や
冷
蔵
庫
、
電

子
レ
ン
ジ
な
ど
の
家
電
へ
の
電
気
の

供
給
や
住
民
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
の

充
電
な
ど
に
使
わ
れ
た
。

　

電
気
自
動
車「
日
産
リ
ー
フ
」は
、

そ
の
大
容
量
バ
ッ
テ
リ
ー
に
た
め
た

電
気
を
、
走
行
に
使
う
だ
け
で
は
な

く
、
専
用
の
機
器
を
介
す
る
こ
と
で

外
部
に
供
給
す
る
こ
と
が
可
能
。
災

害
に
よ
っ
て
電
力
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ

て
も
、
車
両
と
セ
ッ
ト
で
の
リ
ー
ス

・
販
売
が
開
始
さ
れ
る
予
定
。

　

近
年
、
頻
発
す
る
大
規
模
自
然
災

害
を
背
景
に
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
・
工
組

で
は
災
害
に
備
え
た
準
備
と
減
災
の

為
の
取
り
組
み
が
活
発
化
し
て
い
る
。

　
「
エ
コ
」「
Ｃ
Ｏ
2
削
減
」
だ
け
で

な
く
、「
安
全
性
の
高
さ
」
や
「
航

続
距
離
の
長
さ
」
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト

に
よ
り
、
調
査
業
務
・
組
合
業
務
用

車
両
と
し
て
も
採
用
実
績
が
増
加
し

て
い
る
日
産
リ
ー
フ
だ
が
、
被
災
地

区
へ
の
支
援
を
行
う
上
で
も
、
今
後

の
活
躍
が
大
い
に
期
待
で
き
る
。
全

日
電
工
連
の
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
に

よ
る
特
別
価
格
で
提
供
さ
れ
る
こ
の

機
会
に
、
業
務
用
車
両
と
し
て
の
導

入
を
是
非
と
も
ご
検
討
く
だ
さ
い
。

イ
ン
が
寸
断
さ

れ
た
際
、
家
庭

や
避
難
所
へ
の

電
源
供
給
に
も

使
用
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
40 

k
W
h
／
62
k 

W
h
の
バ
ッ
テ

リ
ー
を
備
え
た

リ
ー
フ
な
ら

ば
、
一
般
家
庭

の
2
〜
4
日
分

の
電
力
を
ま
か

な
う
こ
と
が
で

き
る
。

　

リ
ー
フ
を
蓄

電
池
と
し
て
使

用
し
、
家
電
等

に
電
力
供
給
を

行
う
た
め
に
は

専
用
の
給
電
機

が
必
要
と
な
る

が
、
ニ
チ
コ
ン

株
式
会
社
の
可

搬
型
給
電
機

「
パ
ワ
ー
ム
ー

バ
ー
」
に
つ
い

自然災害時自然災害時にお役に立てる組合を目指し 日産リーフの取り扱い開始

リーフを蓄電池として使用するための専用給電機もリース
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電気工事業コンプライアンス研修会　実施(予定)状況一覧表
2019(R1)年度実績　（2018年度モデル実施含む）

2019(R1)年12月31日現在
開催日

累計
開催日

累計
参加者数 参加者数

北海道

19/3/13 19/9/26 19/10/25 関　西
ブロック106名 33名 30名

20/2/6 4回
滋　賀25名 194名

京　都
東　北
ブロック

奈　良
青　森

大　阪

19/2/13 19/9/26 19/10/25

岩　手
20/2/7 20/3/5 2回 18名 37名 22名
67名 45名 112名 19/12/2 19/12/11 19/12/12

秋　田
12名 26名 17名
19/12/13 20/1/24 8回

宮　城
20/1/29 1回 18名 32名 182名
50名 50名

和歌山

山　形

19/11/21 19/11/27 19/12/4
25名 31名 25名

兵　庫
19/11/14 1回

19/12/4 4回 37名 37名
34名 115名

関西ブロック計
9回

福　島
19/11/29 1回 219名
83名 83名

新　潟

19/3/27 19/9/13 19/9/20 中　国
ブロック37名 29名 16名

19/11/19 20/1/10 20/1/22
岡　山

19/9/27 1回
15名 55名 35名 57名 57名
20/2/7 20/2/21 20/3/13 9回

広　島
20/1/24 1回

60名 50名 25名 322名 40名 40名

東北ブロック計
17回

鳥　取
19/3/6 20/3/17 2回

682名 50名 42名 92名

島　根
20/2/18 1回

北　陸
ブロック

30名 30名

山　口
20/3/27 1回

富　山
19/9/11 1回 32名 32名
208名 208名

中国ブロック計
6回

石　川
251名

福　井
19/2/9 19/7/23 2回 四　国

ブロック33名 85名 118名

北陸ブロック計
3回

香　川
19/10/7 19/11/28 2回

326名 33名 30名 63名

愛　媛
20/1/16 1回

関　東
ブロック

19/6/15 1回 40名 40名
45名 45名

徳　島
19/11/26 20/2/7 2回

茨　城
26名 17名 43名

高　知
19/8/28 1回

栃　木
27名 27名

四国ブロック計
6回

群　馬
19/11/22 1回 173名
36名 36名

埼　玉
19/9/4 1回 九　州

ブロック
19/1/31 1回

8名 8名 28名 28名

千　葉
18/10/18 1回

福　岡

19/9/11 19/11/13 19/11/18
64名 64名 10名 15名 23名

東　京
20/1/17 20/3/- 2回 19/11/22 19/11/29 5回
30名 21名 51名 17名 61名 126名

神奈川 佐　賀
20/2/－ 1回
30名 30名

山　梨
20/3/- 1回

長　崎
20名 20名

静岡東部
20/1/17 1回

大　分
19/7/25 19/11/18 2回

21名 21名 34名 17名 51名

関東ブロック計
8回

宮　崎

18/12/18 19/5/8 19/5/18
245名 41名 16名 30名

19/8/27 19/9/25 19/10/24

中　部
ブロック

16名 26名 29名
19/11/21 19/12/6 8回

静　岡
19/8/23 1回 17名 18名 193名
17名 17名

熊　本

19/5/28 19/7/26 19/8/28

愛　知
19/5/23 19/8/9 19/11/22 3回 70名 29名 18名
122名 47名 31名 200名 19/9/25 19/10/22 19/12/12 6回

長　野
20/2/27 1回 52名 14名 6名 189名
29名 29名

鹿児島
19/6/14 19/9/18 2回

岐　阜

19/7/14 19/7/19 19/8/2 38名 15名 53名
39名 34名 20名 沖　縄 19/8/21 1回
19/8/20 19/10/8 19/10/24 66名 66名
10名 44名 43名

九州ブロック計
26回

19/11/11 20/2/7 8回 736名
16名 61名 267名

三　重 2018-2019
年度実績
全　国　計

開催数 92回

中部ブロック計
13回

参加者数 3,339名
513名

※グレーの塗りつぶしは､ 2018年度にモデル研修会として実施した研修会です。

　コンプライアンスの遵守は、お客様・社会からの信頼を得
るために電気工事業を営む上で欠かすことのできないもので
あり、安定した経営を持続する上でも必須のものである。
　電気工事業コンプライアンス研修会は、電気工事業関連の
法律、建設業法、労務関係等のその他業界に関連する法制度
・モラル事項と幅広い内容を横断的に学習できるカリキュラ
ムとなっている。
　すでに実施した研修会の受講者からは「非常に意義のある
研修だった」と好評を博している。
　研修内容は、①電気工事業関連の法律（電気工事業法・電
気工事士法・電気用品安全法）、②建設業法、③その他業界
に関連する法律・制度・モラル事項（労働保険・社会保険・
雇用環境関係の法令等）と幅広く、横断的に多岐に渡る内容
を集約し、これまではそれぞれの項目ごとに学ぶ必要があっ
た内容について、電気工事業を営む上で欠かせない基本的事
項を一度に学べるように構成しており、電気工事業に専門特
化したカリキュラムである。
　経営者である組合員、後継者である青年部員、組合員企業
に在籍の管理職の方や各種書類作成・届出事項を管理する事
務職の方まで幅広く受講することで、組合員企業のコンプラ
イアンスを遵守した「安全・安心」経営に繋げ、組合員企業
を守っていくことを目的に本研修を企画している。また、組
合に所属する組合員企業全体がコンプライアンス上、クリー
ンであることを醸成し、内外に対し安心して仕事を任せて頂
ける・働ける業界をＰＲできるようになっていくことも期待
できる。
　この研修会は、単年度事業ではなく内容を改善しながら継
続していく事業のため、各工組においては積極的な開催をお
願いいたします。

★研修会の受講対象者

〇組合員

〇青年部員

〇 組合員企業に在籍の管理職の方、中堅技能者（職長、

現場代理人等）の方

〇 組合員企業に在籍の各種書類作成・届出事項を管理す

る事務職の方

『電気工事業コンプライアンス研修会』開催促進のお願い

組合員企業を守り、組合員企業を守り、

クリーンな業界づくりを目指してクリーンな業界づくりを目指して

山形県電工組で開催された研修会
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指定講習機関第1号　一般財団法人電気工事技術講習センター

（以下、講習センター）に登録していただいた方には、受講期限

を超えないように、みなさまの受講期限に「講習のご案内」をい

たします。講習センターからの「講習のご案内」により受講いた

だきますようお願いいたします。

組
合
員
の
み
な
さ
ま
へ

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 4月28日 火 103001 北海道電気会館 6 階
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北

岩手
4月 7日 火 112001

いわて県民情報交流センター
（アイーナ） 8階 会議室803 岩手県電気工事業工業組合

℡019-656-3255
4 月17日 金 112002

釜石市民ホールTETTO
1 階 ホールＢ

宮城 4月23日 木 113001 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

福島 4月15日 水 116001 福島県青少年会館 2 階
福島県電気工事工業組合
℡024-535-0477

関
東

茨城
4月 9日 木 121001 ザ・ヒロサワシティ会館

（茨城県立県民文化センター
分館 集会室10号）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-31334 月17日 金 121002

埼玉

4月 3日 金 124001

埼玉電気会館 5 階
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-0242

4 月 8 日 水 124002

4 月14日 火 124003

4 月16日 木 124004

4 月19日 日 124005

東京

4月 3日 金 126001
全国家電会館 5 階

東京都電気工事工業組合
℡03-3542-7301

4 月 8 日 水 126002

4 月 9 日 木 126003 府中の森芸術劇場
2階 平成の間4月17日 金 126004

4 月17日 金 126005

全日電工連会館 4 階4 月19日 日 126006

4 月22日 水 126007

神奈川

4 月 3 日 金 127001

神奈川県電気工事会館 3 階
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

4 月 7 日 火 127002

4 月 8 日 水 127003

4 月19日 日 127004

4 月24日 金 127005

中
部

岐阜 4月20日 月 132001 OKBふれあい会館
岐阜県電気工事業工業組合
℡058-263-2207

愛知

4月 3日 金 134001

名古屋国際会議場
431・432

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

4 月 5 日 日 134002

4 月14日 火 134003

4 月30日 木 134004

北
陸 石川 4月 1日 水 142001

石川県地場産業振興センター
本館 2 階（第一研修室）

石川県電気工事工業組合
℡076-269-7880

近
畿 兵庫

4月 2日 木 154001
兵庫県電気工事技術会館

兵庫県電気工事工業組合
℡078-671-3903

4 月14日 火 154002

4 月24日 金 154003
姫路商工会議所
5階 501ホール

中
国

島根 4月10日 金 162001 島根県民会館 3 階 大会議室
島根県電気工事工業組合
℡0852-21-7433

岡山
4月 9日 木 163001

岡山商工会議所 1 階 会議室
岡山県電気工事工業組合
℡086-261-09004 月15日 水 163002

広島 4月16日 木 164001 広島県情報プラザ
広島県電気工事工業組合
℡082-241-1731

四
国

香川 4月10日 金 172001 香川県土木建設会館
香川県電気工事業工業組合
℡087-816-1433

愛媛 4月28日 火 173001 えひめ南ＪＡ会館 2 階
愛媛県電気工事工業組合
℡089-931-3011

九
州
・
沖
縄

福岡 4月15日 水 181001 福岡商工会議所
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

佐賀 4月21日 火 182001
佐賀市文化会館
1 F イベントホール

佐賀県電気工事業工業組合
℡0952-31-2030

長崎 4月10日 金 183001 長崎県勤労福祉会館
長崎県電気工事業工業組合
℡095-862-1975

沖縄 4月16日 木 191001
沖縄産業支援センター
1階 大ホール

沖縄県電気工事業工業組合
℡098-855-5230

2020年4月

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 3月12日 木 103912 北海道電気会館 6 階

北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

旭川 3月12日 木 102904
道北電気工事業協同組合
3階

函館 3月17日 火 104902
フォーポイントバイ
シェラトン函館

北見 3月 4日 水 105902 北見市民会館 小ホール

東
北

青森 3月 4日 水 111906 ユートリー 1 階 大ホールＢ
青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

宮城 3月 6日 金 113910 東京エレクトロンホール宮城
宮城県電気工事工業組合
℡022-221-2676

山形

3月10日 火 115905 山形国際交流プラザ (山形ビ
ッグウイング) 4 階 中会議室 山形県電気工事工業組合

℡023-633-0161
3 月17日 火 115907

3 月26日 木 115906 いろり火の里 なの花ホール

新潟 3月 5日 木 117913
新潟ユニゾンプラザ
4階 大研修室

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

茨城 3月 4日 水 121910
ザ・ヒロサワ・シティ会館
（茨城県立県民文化センター
分館 集会室10号）

茨城県電気工事業工業組合
℡029-252-3133

群馬 3月 3日 火 123906 前橋問屋センター会館 2 階
群馬県電気工事工業組合
℡027-251-5016

埼玉 3月 3日 火 124919 埼玉電気会館 5 階
埼玉県電気工事工業組合
℡048-663-0242

東京
3月10日 火 126925 全国家電会館 5 階 東京都電気工事工業組合

℡03-3542-73013 月10日 火 126926 全日電工連会館 4 階

山梨 3月 3日 火 128905 山梨県電気会館 2 階
山梨県電気工事工業組合
℡055-222-5711

中
部

長野 3月10日 火 131911
長野地域職業訓練センター
2階 視聴覚教室

長野県電気工事業工業組合
℡026-232-4675

静岡
3月 2日 月 133912 サーラシティ浜松 3 階 静岡県電気工事工業組合

℡054-288-12503 月11日 水 133913 静岡労政会館 6 階 ホール

愛知 3月 2日 月 134921
名古屋国際会議場
431・432

愛知県電気工事業工業組合
℡052-971-7151

北
陸

富山 3月13日 金 141907
富山県中小企業研修センター
2階 大ホール

富山県電気工事工業組合
℡076-471-7551

福井 3月13日 金 143907
福井商工会議所
コンベンションホール

福井県電気工事工業組合
℡0776-22-2903

近
畿

京都 3月17日 火 152908
京都テルサ 東館
3階 大会議室

京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

兵庫
3月 5日 木 154914

姫路商工会議所
5階 501ホール 兵庫県電気工事工業組合

℡078-671-3903
3 月11日 水 154915 兵庫県電気工事技術会館

奈良 3月 6日 金 155904
奈良県電気工事工業協同組合
技術センター

奈良県電気工事工業組合
℡0742-33-4340

和歌山 3 月 6 日 金 156906
和歌山県立情報交流センター
Ｂｉｇ・Ｕ

和歌山県電気工事工業組合
℡073-424-3292

中
国

鳥取 3月10日 火 161904
倉吉体育文化会館
2階 大研修室

鳥取県電気工事業工業組合
℡0857-24-9213

島根 3月11日 水 162907
島根県立西部総合福祉センター
（いわみーる401研修室）

島根県電気工事工業組合
℡0852-21-7433

岡山 3月11日 水 163908 岡山商工会議所 1 階 会議室
岡山県電気工事工業組合
℡086-261-0900

山口 3月 5日 木 165906
カリエンテ山口
（山口県婦人教育文化会館）

山口県電気工事工業組合
℡083-921-0885

四
国

香川 3月10日 火 172903 香川県土木建設会館
香川県電気工事業工業組合
℡087-816-1433

高知 3月10日 火 174905 高知城ホール
高知県電気工事業工業組合
℡088-832-7822

九
州

熊本 3月 6日 金 184904 熊本県青年会館 2 階
熊本県電気工事業工業組合
℡096-382-2171

鹿児島 3 月10日 火 187906 オロシティーホール
鹿児島県電気工事業工業組合
℡099-255-5507

2020年3月

第一種電気工事士定期講習     
―――――　( 指 定 講 習 機 関 第 1 号 ）　―――――

2020年 3 月～2020年 5 月
所属工組の講習を受講しよう！

地
区

都道
府県

講習月日 会場番号 講 習 会 場 の 名 称 講 習 申 込 書 提 出 先

北
海
道

札幌 5月19日 火 103002 北海道電気会館 6 階
北海道電気工事業工業組合
℡011-261-0420

東
北

青森 5月13日 水 111001 ユートリー 8階 中ホール
青森県電気工事業工業組合
℡017-773-1935

新潟 5月12日 火 117001
新潟ユニゾンプラザ
4階 大研修室

新潟県電気工事工業組合
℡025-229-1587

関
東

千葉
5月13日 水 125001

千葉県電工会館 3 階 講習室
千葉県電気工事工業組合
℡043-224-60865 月19日 火 125002

神奈川

5 月14日 木 127006

神奈川県電気工事会館 3 階
神奈川県電気工事工業組合
℡045-251-4671

5 月15日 金 127007

5 月29日 金 127008

山梨 5月21日 木 128001
アイメッセ山梨
4階 大会議室

山梨県電気工事工業組合
℡055-222-5711

中
部

長野 5月25日 月 131001 長野地域職業訓練センター
長野県電気工事業工業組合
℡026-232-4675

三重 5月12日 火 135001 三重電気会館
三重県電気工事業工業組合
℡059-226-4862

近
畿

京都 5月28日 木 152001
舞鶴市西公民館 4 階
（ 旧称：舞鶴市西地区多機能施設）

京都府電気工事工業組合
℡075-672-4311

大阪

5月15日 金 153001

大阪府電気工事技術会館
大阪府電気工事工業組合
℡06-6371-6147

5 月27日 水 153002

5 月29日 金 153003

奈良 5月 1日 金 155001
奈良県電気工事工業協同組合
技術センター 2 階

奈良県電気工事工業組合
℡0742-33-4340

中
国 山口 5月14日 木 165001

カリエンテ山口
（山口県婦人教育文化会館）

山口県電気工事工業組合
℡083-921-0885

九
州
・
沖
縄

福岡 5月20日 水 181002 毎日西部会館
福岡県電気工事業工業組合
℡092-523-7747

宮崎 5月22日 金 186001
延岡市職業訓練支援センター
301 大研修室

宮崎県電気工事業工業組合
℡0985-24-7388

沖縄 5月12日 火 191002
沖縄産業支援センター
1階 大ホール

沖縄県電気工事業工業組合
℡098-855-5230

2020年5月

「講習のご案内」が届きましたら各都道府県電気工事（業）工業組

合が実施している第一種電気工事士定期講習を「受講」いただき

ますようお願いします。

※全国どこの会場でも受講することができます。
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105 0014 2 9 11 1F TEL:03 5232 5867 FAX:03 5442 2758

㈱ ア イ チ コ ー ポ レ ー シ ョ ン
ア イ ト ス ㈱
ア イ ホ ン ㈱
ア サ ダ ㈱
因 幡 電 機 産 業 ㈱
㈱ エ ス ケ イ 工 機
㈱ 遠 藤 照 明
㈱ カ ワ グ チ
河 村 電 器 産 業 ㈱
共 立 電 気 計 器 ㈱
㈱ シ ー エ ス エ ー
㈱ シ ス テ ム ズ ナ カ シ マ
㈱ ダ イ テ ッ ク
タ キ ゲ ン 製 造 ㈱
Ｄ Ｘ ア ン テ ナ ㈱

テ ン パ ー ル 工 業 ㈱
東 芝 ラ イ テ ッ ク ㈱
内 外 電 機 ㈱
㈱ 西 田 製 作 所
ニ チ コ ン ㈱
㈱ ニ チ フ
日 東 工 業 ㈱
日 本 電 機 産 業 ㈱
ネ グ ロ ス 電 工 ㈱
パナソニック㈱ライフソリューションズ社
日 置 電 機 ㈱
㈱ ホ タ ル ク ス
マ サ ル 工 業 ㈱
マ ス プ ロ 電 工 ㈱
三 菱 電 機 ㈱

ミ ツ ワ 電 機 ㈱

ワ ゴ ジ ャ パ ン ㈱

㈱ ア サ ヒ プ リ ン テ ィ ン グ

全日本電設資材卸業協同組合連合会

（一社）全国設備業ＩＴ推進会

オ リ ッ ク ス 自 動 車 ㈱

㈱ り そ な 銀 行

損害保険ジャパン日本興亜 ㈱

住 友 生 命 保 険　(相)

大 樹 生 命 保 険 ㈱

㈱ 葉 山 総 合 研 究 所

㈱ 全 日 出 版 社

㈱ 全 日 電 工 連 総 合 サ ー ビ ス

全 日 電 工 連 協 賛 会 社

優良製品・商品をご使用下さい！

協賛会社商品紹介§ § § §
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見舞金　台風19号による被災

【宮城】 仙台市 ㈲相澤電気商会 相澤正浩様 床上浸水

【宮城】 仙台市 ㈱テラテック 鈴木知明様 床上浸水

【宮城】 岩沼市 三品電業㈲ 三品卓巳様 床上浸水

【宮城】 石巻市 ㈱ミノ電気 内海稔様 床上浸水

【宮城】 柴田郡 ㈲芳賀電気 芳賀一也様 床上浸水

【宮城】 伊具郡 丸森電気工事 小野守夫様 水災全半壊

【福島】 福島市 ㈱赤間電気工事 赤間利昭様 水災全半壊

【福島】 二本松市 ㈱加藤木電設 安斎淳子様 水災全半壊

【福島】 郡山市 古川電機工事㈱ 古川美恵子様 水災全半壊

【福島】 郡山市 ㈲南陽電設 滝田英次様 水災全半壊

【福島】 須賀川市 小松電設 小松武様 水災全半壊

【福島】 須賀川市 廣田電気工事店 廣田幸吉様 水災全半壊

【福島】 石川郡 小池電気店 小池輝雄様 水災全半壊

【福島】 石川郡 阿部電気商会 阿部和彦様 水災全半壊

【福島】 いわき市 サトウワークス 佐藤克浩様 水災全半壊

【福島】 相馬市 篠山電気商会 篠山俊一様 水災全半壊

【福島】 相馬市 西内電設 西内晴夫様 水災全半壊

【福島】 南相馬市 旭電気工事㈱ 渡部昌彦様 水災全半壊

【埼玉】 川口市 広和産業㈱ 佐藤政人様 床上浸水

【埼玉】 川口市 ㈲増渕電気 今村勝也様 床上浸水

【埼玉】 東松山市 ㈲山崎電設 山嵜茂一様 床上浸水

【千葉】 茂原市 和泉電気商会 泉良弘様 床上浸水

【千葉】 茂原市 茂原総合設備㈱ 酒井敏雄様 床上浸水

【栃木】 足利市 ㈱丸山電機工業所 丸山雅年様 床上浸水

【栃木】 足利市 ㈱山本電気商会 山本茂様 床上浸水

【栃木】 栃木市 イサミ電機㈱ 佐藤貴洋様 床上浸水

【栃木】 栃木市 ㈲内山電機 内山光市様 床上浸水

【栃木】 栃木市 ㈲大島電気 大島康男様 床上浸水

【栃木】 栃木市 ㈲田村電気商会 田村年己様 床上浸水

【栃木】 栃木市 永山電機㈱ 永山芳宏様 床上浸水

【栃木】 栃木市 ㈲山崎電気 山崎唯様 床上浸水

【栃木】 小山市 ㈲青木電機 山野井宏安様 床上浸水

【長野】 長野市 ㈲IE電気工業 石上智考様 床上浸水

【長野】 飯山市 高津電気工事㈱ 髙津日出夫様 床上浸水

【長野】 飯山市 千曲電気設備㈱ 外山秀史様 床上浸水

沼尻芳治会長
高

い

レ

ベ

ル

の

定

着

化

を

図

る

高

い

レ

ベ

ル

の

定

着

化

を

図

る

全
関
東

　

全
関
東
電
気
工
事
協
会

（
沼
尻
芳
治
会
長
）
は
12
月

19
日
、
東
京
・
日
野
市
の
東

京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ
ド
㈱

総
合
研
修
セ
ン
タ
ー
で
、
第

27
回
全
関
技
術
競
技
大
会
を

開
催
し
た
。

　

大
会
は
、
電
気
工
事
の
的

確
な
施
工
と
安
全
を
重
視
し

た
基
本
作
業
の
定
着
と
講
習

安
全
の
確
保
、
非
常
災
害
時

に
お
け
る
復
旧

工
法
の
工
夫
や

改
善
、
安
全
意

識
の
向
上
を
目

的
と
し
て
実

施
。
改
善
成
果

の
確
認
と
好
事

例
を
公
表
し
、

水
平
展
開
す
る
こ
と
で
、
よ

り
高
い
レ
ベ
ル
の
定
着
化
を

図
り
、
緊
急
時
対
応
に
備
え

る
こ
と
が
目
的
だ
。

　

競
技
出
場
者
は
、
公
募
に

よ
っ
て
選
出
さ
れ
た
9
チ
ー

ム
が
参
加
。
5
名
で
1
チ
ー

ム（
控
え
1
名
）を
編
成
し
、

災
害
復
旧
工
事（
1
2
0
分
）

と
調
査
業
務
（
20
分
）
の
競

技
に
臨
ん
だ
。

　

災
害
復
旧
工
事
で
は
、
分

電
盤
取
付
工
事
や
屋
内
配
線

工
事
、
建
柱
と
引
込
線
の
架

線
、
接
続
な
ど
を
、
安
全
で

正
確
な
施
工
を
第
一
に
各
チ

ー
ム
が
競
い
合
っ
た
。

　

調
査
業
務
で
は
、
取
付
点

か
ら
分
電
盤
ま
で
の
点
検
や

電
圧
測
定
、
絶
縁
抵
抗
、
接

地
抵
抗
な
ど
に
加
え
、
お
客

さ
ま
対
応
も
評
価
の
対
象
と

な
っ
た
。

　

出
場
チ
ー
ム
は
、
安
全
面

に
配
慮
し
な
が
ら
日
頃
か
ら

培
っ
た
技
量
を
発
揮
し
た
。

受
賞
チ
ー
ム
は
以
下
の
通
り
。

☆
経
済
産
業
省　

関
東
東
北

産
業
保
安
監
督
部
長
賞

＝
千
葉
県

☆
東
京
電
力
パ
ワ
ー
グ
リ
ッ

ド
株
式
会
社
社
長
賞

＝
神
奈
川
県

☆
一
般
財
団
法
人
関
東
電
気

保
安
協
会
理
事
長
賞

＝
山
梨
県

☆
全
日
本
電
気
工
事
業
工
業

組
合
連
合
会
会
長
賞

＝
群
馬
県

☆
公
益
社
団
法
人
全
関
東
電

気
工
事
協
会
会
長
賞

＝
埼
玉
県

第
2 7

回

全

関

技

術

競

技

大

会知

見

拡

充

勉

強

会

を

開

催

知

見

拡

充

勉

強

会

を

開

催

徳
島
県
・
鴨
島
支
部

　

徳
島
県
電
気
工
事
業
工
業

組
合
（
後
藤
田
裕
理
事
長
）

の
鴨
島
支
部
は
、
知
見
拡
充

の
一
環
と
し
て
高
レ
ベ
ル
放

射
性
廃
棄
物
地
層
処
分
の
勉

強
会
を
実
施
し
た
。

　

原
子
力
発
電
に
伴
い
発
生

す
る
高
レ
ベ
ル
放
射
性
廃
棄

物
の
処
分
に
組
合
員
の
関
心

が
高
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
関

連
施
設
の
視
察
を
行
っ
た
。

　

令
和
元
年
10
月
6
日
、
名

古
屋
市
に
あ
る
「
中
部
電
力

で
ん
き
の
科
学
館
」
で
地
層

処
分
関
連
展
示
物
を
見
学
し

た
後
、
原
子
力
発
電
環
境
整

備
機
構
（
Ｎ
Ｕ
Ｍ
Ｏ
）
講
師

に
よ
る
「
高
レ
ベ
ル
放
射
性

廃
棄
物
地
層
処
分
勉
強
会
」

お
よ
び
質
疑
応
答
を
実
施
。

翌
7
日
に
は
、
岐
阜
県
瑞
浪

市
の
「
瑞
浪
超
深
地
層
研
究

所
」
で
、
地
層
処
分
お
よ
び

研
究
所
の
概
要
説
明
と
5 

感

震

ブ

レ

ー

カ

ー
・

感

震

ブ

レ

ー

カ

ー
・

　

　

　

　

　

防

災

ラ

ジ

オ

を

寄

贈

　

　

　

　

　

防

災

ラ

ジ

オ

を

寄

贈

高
知
県
青
年
部

　

高
知
県
電
気
工
事
業
工
業
組

合
青
年
部（
牧
野
晃
三
部
会
長
）

は
、
地
域
の
避
難
所
で
あ
る
公

民
館
へ
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
と

手
廻
し
発
電
式
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
イ
ト

付
き
防
災
ラ
ジ
オ
を
寄
贈
し
た
。

見舞金

【北海道】 虻田郡 雨宮電気商会 雨宮秀敏様 入院見舞

【滋賀】 高島市 東村電化サ－ビス 東村芳伸様 入院見舞

【兵庫】 多可郡 宮崎電工 宮崎芳一様 入院見舞

【佐賀】 佐賀市 ㈱新明電気 山口剛司様 入院見舞

弔慰金　▶病死・その他

【北海道】 士幌町 白石電設 白石明様 64

【山形】 東村山郡 岸商店電機部 岸孝一様 70

【石川】 金沢市 ㈱ツーテック 長谷川一夫様 71

【千葉】 野田市 ㈲アラ電気 大野哲男様 65

【神奈川】 川崎市 ㈲阿部電気商会 阿部洋一様 63

【静岡】 焼津市 協和エレコム㈱ 多々良正己様 80

【岐阜】 岐阜市 丸八電工社 蜂矢清基様 59

【岐阜】 大垣市 林電気商会 林政次様 66

【京都】 京都市 ㈲真岩電気 眞岩征治様 80

　

南
海
地
震
の
発
生
が

想
定
さ
れ
る
状
況
と
な

っ
て
き
た
こ
と
な
ど
か

ら
、
震
度
5
強
以
上
の

地
震
発
生
時
に
電
気
回

路
を
自
動
で
遮
断
し
、

電
気
火
災
の
発
生
を
防

止
す
る
感
震
ブ
レ
ー
カ

ー
と
、
ま
さ
か
の
時
に

役
立
つ
防
災
ラ
ジ
オ
を

公
民
館
へ
寄
贈
し
、
電

気
工
事
組
合
と
し
て
の

特
色
を
生
か
し
た
継
続

的
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
実

施
す
る
こ
と
が
目
的
だ
。

　

同
青
年
部
は
、
こ
れ
ま
で
児

童
養
護
施
設
や
公
民
館
へ
の
寄

贈
を
継
続
し
て
行
っ
て
お
り
、

今
回
で
11
年
目
と
な
る
。
令
和

元
年
11
月
14
日
に
寄
贈
先
で
あ

る
香
美
市
の
東
町
上
一
公
民
館

で
、
町
内
会
代
表
者
へ
牧
野
青

年
部
会
長
か
ら
目
録
の
贈
呈
を

行
っ
た
。

0 

0
ｍ
地
下
坑
道

の
見
学
を
行
っ
た
。

　

同
支
部
は
今
回

の
視
察
が
大
変
有

意
義
で
あ
っ
た
こ

と
か
ら
、
次
年
度

は
関
連
施
設
の
見

学
会
を
企
画
し
て

更
な
る
見
識
を
深

め
て
い
く
考
え
だ
。

競技に臨む選手たち
地下坑道を見学

目録を贈呈する牧野青年部会長
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経
済
産
業
省
の
ま
と
め

に
よ
る
と
、
電
気
工
事
士

は
高
齢
者
層
の
退
職
が
影

響
し
、
第
一
種
電
気
工
事

士
は
2
0
2
0
年
前
半
の

想
定
需
要
に
対
し
2
万
人

程
度
が
、
第
二
種
電
気
工

事
士
も
2
0
4
5
年
の
長

期
で
は
3
千
人
が
不
足
す

る
と
見
積
も
ら
れ
て
お

り
、
今
後
、
電
気
工
事
業

界
の
人
材
は
益
々
減
少
し

て
い
く
一
方
で
あ
る
と
予

想
さ
れ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
電
気
工
事

業
界
が
抱
え
る
大
き
な
課

題
で
あ
る
「
後
継
者
不
在

問
題
」
と
「
人
材
不
足
」

の
解
消
の
一
助
と
す
る
た

め
、
滋
賀
県
電
気
工
事
工

業
組
合
の
給
付
型
奨
学
金

交
付
事
業
を
参
考
に
、
第

二
種
電
気
工
事
士
資
格
の

取
得
を
目
指
す
工
業
高
校

生
に
対
し
、
実
技
教
育
で

使
用
す
る
材
料
を
提
供

し
、
生
徒
の
費
用
負
担
を

軽
減
す
る
こ
と
で
、
多
く

の
生
徒
に
第
二
種
電
気
工

シ
リ
ー
ズ
・
優
良
事
業
工
組

埼
玉
県
電
気
工
事
工
業
組
合

埼
玉
県
電
気
工
事
工
業
組
合

工
業
高
校
生
電
気
工
事
士

工
業
高
校
生
電
気
工
事
士

資
格
取
得
支
援
事
業

資
格
取
得
支
援
事
業

材
不
足
の
解
消
を
図
り
、

業
界
の
発
展
に
寄
与
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
事
業

を
開
始
し
た
。

　

事
業
内
容
と
し
て
は
、

第
二
種
電
気
工
事
士
試
験

の
技
能
試
験
の
受
験
対
策

と
し
て
、
通
常
の
授
業
以

外
で
行
わ
れ
る
実
技
教
育

で
使
用
す
る
材
料
を
学
校

に
提
供
す
る
。
ま
た
、
学

校
か
ら
の
要
請
に
よ
り
、

実
技
教
育
の
講
師
を
、
当

工
組
の
指
導
教
育
委
員
会

ま
た
は
最
寄
り
の
支
部
か

ら
2
名
講
師
を
派
遣
し
て

い
る
。
な
お
、
材
料
の
提

供
は
、
工
業
高
校
側
と
の

調
整
を
行
い
、
実
技
教
育

で
使
用
す
る
材
料
の
種
類

や
量
、
納
品
場
所
な
ど
を

協
議
し
た
結
果
、
主
に
使

う
ケ
ー
ブ
ル
5
種
類
を
そ

れ
ぞ
れ
の
学
校
に
納
品

し
、
支
援
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

事
士
試
験
の
受
験
の
機
会

を
創
出
し
、
第
二
種
電
気

工
事
士
資
格
の
取
得
に
よ

り
、
埼
玉
県
の
若
年
技
術

者
の
育
成
と
製
・
販
・
工

の
電
気
工
事
業
界
へ
の
人

材
の
流
入
を
促
進
し
、
人

詳
細
は
、
実
施
事
業
抄
録

第
4
回
優
良
事
業
工
組
表
彰
の
46
頁
に
掲
載

　昨年11月14日に新潟県電気工事工業組合青年部主催の経営セミ
ナーが開催され、東北七県電気工事組合連合会青年部も参加させ
て頂きました。
　今回のセミナーは、「人材不足・なり手不足」を打開するため、
電気工事の仕事にも様々な種類があることを世間一般に認識して
もらい、未経験者や女性に興味をもってもらえるよう電気工事業
界の間口を広くすることを目的に企画されました。

東北七県電気工事組合連合会青年部東北七県電気工事組合連合会青年部

青年部 活動報告

　セミナーでは、新潟を拠点にテレビや雑誌などのメディアで活
躍し、若年層を中心に一般の方々への影響力がある特定非営利活
動法人「地域活性化ガールズ集団Lily&Marry'S」（以下：リリマリ）
の方々にご協力いただきました。事前に青年部会員の電気工事店
で仕事体験を行った様子を収めた「電気工事のお仕事体験　ＰＶ
動画」を上映した後、リリマリとの対談、リリマリ代表の山田彩
乃さんにより「電気工事業界のマイナスイメージの払拭と活性化
に向けて～女性の活躍推進と共に～」をテーマに講演が行われま
した。

　様々な業種での仕事体験をしているというリリマリの皆さんか
ら、「仕事に誇りを持つ」「小中学生や子供たちに向けたＰＲで間
口を広げる」「作業服等で業界のイメージアップを図る」「女性と
働く際には、女性を特別扱いしすぎない（！）」など、女性目線
でのアドバイス等も聞かれ、男性ではなかなか気付かない感想等
も多くいただき、柔軟な発想を得る大変実り多いセミナーとなり
ました。

　その後の懇親会では、リリマリの皆さま、新潟県工組青年部と
の交流を深めることもできました。
　今後は、こうしたブロック内青年部の活動を通じて、様々な情
報や成果をブロック内の青年部で共有し、活性化させるとともに、
全国まで発信していきたいと考えております。
　なお、今回新潟県工組青年部が作成した「電気のお仕事体験　
ＰＶ動画」は近日配信する予定とのことです。

対談で女性目線の

アドバイスをもらう

女性の活躍推進を

テーマに講演会

有意義な

実り多いセミナー

新潟県工組青年部の

経営セミナーに参加

時代と共にブレークスルー


